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2023 東 京 オ ー ト サロ ン に も ケン ・ ブ ロッ ク は 登場 予定 だ っ た 。 


本 誌 2013 年 7 月 5 日 号 の 表紙 に 登場 し て くれ た ケン ・ ブ 
ロッ ク 。 ダ ウン フォ ー ス が な い カ テ ゴ リ ー の ほう が ファ 
ン は 楽し め る の は な いか 、 そ ん な 仮説 を 企画 化し た 。 そ 
の 内 容 に ぴっ た り の 表紙 ビジ ュ ア ル に する こと が で きた 。 


トー ヨー タイ ヤ の ブー ス で は アウ ディ S1 e-tron クワ トロ 


Hoonitron が 


展示 され て いた 。 


説明 不要 の 存在 感 


Text @ 有 富 誠一 郎 (Seiichiro Aritomi) 


ン ・ ブ ロッ ク が スノー モー ビル の 事故 で 
ケ - | 急 肖 . 年 明け 衝撃 的 な ニュ ー ス が 飛び 込 
ん で きた 。 ラ リー ドラ イ バ ー、 ラ リー ク 
ロス の ドラ イ バ ー と し て 活躍 …… と 、 紹 介する より 
YouTube 総 再生 回 数 が 億 を 超え る も の も ある 「 ケ ン 

・ ブ ロッ ク ・ ジ ムカ ー ナ 」 シリ ー ズ の 生み の 親 と 紹介 
すべ きだ ろう 。 

左 の 写真 は 本 誌 2013 年 7 日 5 日 号 表紙 だ 。 プ ロモ 
ーション イベ ント の た め に 来 日 し た 際 に 、 前 日 の リハ 
ー サ ル 時 間 を 縫っ て 撮影 に 協力 し て くれ た 。 こ の ポー 
ジン グ に は ノリ ノリ で …… と いう より 、 け っ こう 無理 
を し て 付き 合っ て いた だ いた 感 が あっ て 、 抱 いて いた 
イメ ー ジ と の ギャ ッ プ が あっ た 。「 ジ ムカ ー ナ 」| の メ 
イキ ング 映像 を 観 て も スト イッ ク に 向き 合う 姿勢 が あ 
っ て 、 多 く の 人 を 驚か せ て 感動 させ る 映像 を 完成 きせ 
る た め に は 陰 の 努力 が 欠か せな いこ と も 教え て くれ た 。 

モー ター スポ ー ツ の 楽し き や 可 能 性 、 そ れ を まだ 知 
ら な い 人 に 届け る 。 こ の 大 き な ミ ッ シ ョ ン に 対し て ケ 
ン ・ ブ ロッ ク が 残し た 功績 は と て つも な く 大 きい 。 何 
の 説明 を 加え る 必要 も な く 映 像 で すべ て を 表現 し て く 
れ た 。 ド ライ バー の 技術 、 レ ー シ ン グ カ ー が 発する オ 
ー ラ 、 ぎ り ぎ り の シチュ エー ショ ン で それ が 組み 合わ 
され る こと で 感動 が 生ま れる 。 功 績 の 大 きき る は 、 そ れ 
を 失っ た こと で 生じ る “ 穴 " の 大 きき る と な る 。 穴 を そ 
の まま 埋め 戻す こと は 不可 能 だ 。 ケ ン ・ ブ ロッ ク 氏 の 
ご 冥福 を 心から お 祈り し た い 。 
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ホン タダ は 東京 オー ト サ ロ ン 2023 の 初日 と な る 1 月 13 日 に 

『 新 型 レ ー シ ン グ カ ー コ ン セ プ ト モ デル 」』 を 発表 する と アナ ウン ス し て いた 

「GT3 か ?」「TCR か ?| 箱 口 令 が 敷 か れ さ ま ざ ま な 憶測 が 飛び 交 う な か 

姿 を 現し た の は 2024 年 の スー パーGT GT500 ク ラス に 投入 する CIVIC TYPE R-GT だ っ た 
ファ ン に と っ て は 、 ホン ダ の ピュ アス ポー ツモ デル "TYPE R" を 冠 し た 期待 感 と 
GT500 ク ラス 史上 初 と な る "5 ドア "ベー ス へ の 懸念 が 入り 交 じ る サプライ ズ 
NSX-G と は 別 の 完成 形 、 違う 速 さ を 目 指し て ーー」 

挑戦 な @ し て 、 チャ ンス を つか むこ と は で き な い 
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全 43 チ ー ム & 全 8 戦 パ ー フ ェクト デー タ 。 
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FERRARI 499P ル ・ マ ン へ の 最後 の エン トリ ー は 1973 年 。 50 年 ぶ ぷり の ル ・ マ ン 復 帰 と な 


グリ ッ ケ ン ハ ウス SCG 007 LMH 1 台 体 制 で の 参戦 。 ドラ イ バ ー は R. デ ュ マ が 確定 。 


ヴァ ン ウ ォ ー ル VANWALL VANDERVELL 680 レー ス ド ラ イ バ ー は T. デ ィ ル マン 、 EE. グ エリ エリ 、 J. ビ ル ヌ ー ブ 


2 の の ジス キィ ーー 本 生 こ 車両 は イタ リア の ミケ ロッ ト 社 が 製作 中 。 WEC 年 間 エ ント リー リス ト に 名 前 な し 。 


PORSCHE 963 WEC/IMSA の 両 シリ ー ズ に カス タマ ー チ ー ム も 


E。 WEC の カス タマ ー チ ー ム は プロ トン 、 JOTA 


Y ロ 財投 昌 の い cH 琴 年 日 ロ ー さ で 日 


キャ ディラック CADILLAC V-LMDh WEC IMSA の 両 シ リー ズ | 戦 。 ワー クス チー ム の オペ レー ショ ン は チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー シ ン グ 


BMW M HYBRID V8 


ACURA ARX-06 


22 年 の トヨ タ は 、 8 号車 セバスチャン ・ プ エミ ンプ レン ドン ・ 
ハー トレ ー ン ノ 平川 亮 が ワー ルド チャ ン ピ オ ン に 。 こ れ で 、 4 シ 
ー ズ ン 連 続 の ダ プ ル タ イ トル (ドラ イ バ ー ズ & マ ニュ ファ クチ 
ャ ラー ズ ) 獲得 。23 年 も チャ ン ピ オ ン 候 補筆 頭 だ が 、22 年 同様 
に トヨ タ へ の BoP が 厳し く な れ ば 、 行 方 は 不透明 だ 。 (as) 


し 1 
en ar 


A = ご 
』 ys の が we 
に 2 デ 


こ 上 臨む 


GRU1U HYBRID 


TOYOUIA 
真価 を 問わ れる シー ズン 
正常 進化 で ル ・ マ ン 【 


Hs 湯 中 人 っ ン ペ っ 4 人 RS 時 
EN ささ. レル へ お 生地 no」 一 一 
で 和 色 と mXGQoOauo 吐 ハーK AG 吾 
扱 G ペ ホー や トー て や KO” 酸 還 名 本 で で 
hG 時 て 還 ふ 振 謀 棋 届 紅 べく や 和 
の と oO らく で ぐ 人 ト ユ 人 S ケ 6 円 政 閉 記 緊 
し 妖 y 必 JJ 民 来 人 S や ? 

SMHG ミ ・ ル へ 世代 m 
ぶせ 司 寺 振 計 村 ar く hKe」 うっ 
箇 避 畑 で じ っ や で" 礼 色 。 苦 則 剛 没 絡 く 


G 


(Masahiko Amano / Amano e Associati) 


彦 
まとめ ⑲⑱ guto sport Photo@⑱TOYOTA 


に 


Text ⑳⑯ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) 


Translation @⑱ 天野 雅 


TWINW ymmlhmm im WVW ine Sam 


_ ES 
、 く や nA 人 SSM 
半 賑 AA 慌 くつ で っ" の cc 


く 度 還 


和 電 や や や っ う 近 や 了 
ハマ せっ Hp の と の コ 
S 玉 ぐし っ neSR 癌 し " 
jk り 4HR 加 


る MCMEUN 


い | 
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te] JJTX ヘ て" 郵 了 湯 つ 台 ? 
1JG 鯉 公 H6 ト JJ) つ 和 を 公 旧 暗 人 る で し じ う っ 
尽 G せ ゼ ” コ ニ エ (の 肖 人 語 
ドー) 聡 條 G 紅 居 "コロ エ ( ミ ・ 
ル へ 條 マー て ト で ) 際 條 @ 拭 必 公 " 避 
時 RS | 湖 己 委 :etehJ 旧 用 章 つじ 
っ te” 怠 具 K 了 て 民 思 ン 号 /QQS で 8 コ 
受 〇 と し ポ 朱 民 トー ふ K ドル 衝 へ 色 。 亜 
章 町 箇 過 G 工 っ コ 受 エ G て NN 
ロー” NHINー ユ ロ 招 干し onto っ り 徐 
つれ も ゃ tk 羽生 SN さや トー 本 
し 敵陣 つ Q" て AG の と ら の コ 
ら せ 避 寺 1 トロ ーー" No いつ で 軍 貴 公 ト J 
SSMSNILCSENSJ heSN マ PE 


うど 


べ 二 康 周 
今 和 


め て いく ぐために も 、 


\ー ズ ン は 22 年 に 引き 続き スー 
高 


ミュ ラ に も 参戦 する が 、 
jZ パ に 移す ず 。WEC ト ッ プ カテ ゴリ ー 参 
戦 1 生還 @ ル マン 制覇 & ワ ー ル ド タ イ トル 


その 価値 を 
は 勝負 の シー ズン と な る 。 (as-web/as) 


代 得 。 


き 


尽 S じ ュ JStG” ボボ 担 世 財 NG 色 の 
臣 ご 記し 客人 バー 罰 拭 箇 で KO で 
N さ や ハエ ー 公 色 NGIJJ 和 KO” ト J 
S ル AAMH6 ホ と SG べ 公 邊 振 
つっ 6 ふり 也 才 お し っ tG 色 ” 爺 せ )) 
Se ET05 シ 4ESKI2E0 ま SEESYSJSEYM 
結 NW じ 。 の コー 尿 公 玩 朴 つつ 
じ っ 刀 くく トド ー ド へ に K 必 光 時 づつ 民 りう) 
公 H6 人 3 っ > ケト へ し 柚 衣 避 午 
で し 0 し p っ no? NG 楽 維 幅 紋 っ T 
へ く トペ ー 選 民国 RSS 抽 る の っ 
抽 妖 民 環 H6NGSp つ で る っ 5 

3D1QQ で 。 て 町 穫 吾 帖 公 RG で 
レツ ntQkJ う ) 唱 握り っ) Q 財 ハーK 
へ 尽 記し "の と ら コ ら G く トド ポー ドル 
へ KM 是 栖 震 @ 医 慌 届 写 HO や ko く ン 
ト TNS ユ ペー つ 公 つ / 中 麻 震 り 形 
つじ し じゃ 皿 態 必 隅 SMO し っ 238AOn? 
陸 Q 手 K く ・NINAT さ 和 A そ 入 し ポ ゼ /^ 
く で かさ 公 委 KK ト く NG て INTN ミ し oo 
中 司会 ぶ で マト” さ ・ ル ハ じ 上 本 忠 * 
て SN 相 0 し じ っ に 忠 局 選 N ロ ヘー 
ーー 惑 環 @ 腸 示 て INN 公 品 購 
づつ” ロー ド 露 | 上 K て SNT に 忠 冊 
や 提 暗 豆 線 剖 つ ” で ペ 式 @ 
さ ーK ド 所 人 S 可 棚 幸 握 7 し っ 6 
や で 器 四 色調 ITG 細 YO0H6 じ ポ 稔 
つや で SS で 7 

Q 吐 芯 や レポ の と O ら コ ら 0 で 
NeKTN や ペー を 中 人 由 つ じ っ hG 公 7 
角 談 ロ 二 で し っ NeKSATNS ユ ペー お 7 
取 H 謀 ′ M 家 震 TK て 雲 各 SJ 叫 
豆 ざ Jihep6 む り 蛋 世 や で Nte" く ト 


ペー ドル AK ト ATG 選 SG 忌 如 | 


畠 馬 (TH 生 ・ 公 一 ドー、) p 起 0 味 
し っ ぃ Q 色 ^ ル 和 へ ロ 由 條 ミロ 〇 部 了 回 
6 し "4QS 記 の らら 名 財 己 
選 じ 振 局 Jjp モ マー ミ お ぐ で 代 玖 概 了 
つ ′ ERHR 半 紐 明 意 @ 刀 SS モ 1 條 で トー 
ヽ 概 隔 尿 紀 Q 刀 色 で や せ サ 補 
半田 ロ て NepG し せ さ ン 咽 で し 掲 
中 0 で 旧 想 限 押 務 ロ 扱 信 htO 貞 SG 論 
品 で Sp6 し StG+ 寺 暫 10 で て" 
耳 衣 8 日 江 ・ 公 ロー ドー6 忌 誠 公 


必 し 避 陳 し っ to 所 倒 。 皿 回 もじ 


の 
6H ユ トロ Sym 二 で SG 公 は いっ じ 
@ る 剛 W 思 ぐし っ no"「 窟 くき ト S 
TS ペー ・ 公 本 ロー ドー、 ぬ しら 
いや っ t 公 NNS で 色 J で Sp6 し 交 
CS8G 公 臣 で 公 呈 hG Op へ せき っ 」 
ざく ミー ペー へ ヘ し @G く や ロ へ "名 革 ロ 下 
し” 6 で 8 配 韻 皿 具 玖 老 Q 
GS 臨 Q 選 寺 S も や パ 心 パ つ レ っ t@G 到 
けい うし お ボー 回 ンマ"「 舞 6 
食 せ レル へ 対 半 や や GTJJ” 咽 衛 ) 
押 で で 和 。 時 臣 つ や 愉 ロ 。 包 周 p 
閉 SW ポ te] う 衣 本 6 齋 補 で 7 
うっ | 唄 叫 SM 岬 繋 幸 祥 寺 ) 皿 
韻 ロ て 西 避 穴 Y で レス っ keH 失 ・ 公 
ロー ドーG | 芝 公 表 で で hG ょ J) は hG 
SG ゼ 可 S" 中 柚 幸 還 電 は いう し 
3 糧 ロ つ し N で 色 幸 線 @ 半 遇 SS 下 
ゴロ CS 公 NeG 識 公 代 O で te” ト 
STNN ペ ーー ィ 40 で や や 訟 唱 ” ペ 拓 6 や 


間際 作 
尽 じ oteSQ や 7 8 日 梁 ・ 人 か ロー 
SS ん 
世 時 て 還 
SGK ネ ーー ユーKG 吐 明 旧 いじ 
CSAIS だ EKSN で Yo 
ヾ ミー ドー ふ ヽ I ト K 稚 客 必 NOW 一 玉 
ー ゼ ^ 選 叶 SNG 介 っ! HG 
モモ 貼 口 ホ ー ハ mA 電 層 No) 海豚 で 
で し 旬 "SN で SG いい 
H 玉 ・ 公 ロー ドー 友 や 由 YO で NG 剛 0 
で 0 し っ ぃ @" て 罰せ る マン っ) お 時 
SGK ロ 邊 刻 吐 選 中 朱 で "PGI 
の OOGN STNS ユ ペー を 交 昌和 
・ 公 mmー ド ー 域 CM 選 っ” 4QNwQ 


っ 心 の と らら G 亜 光 問 


マン 時 NATーJJNHINー ニ S ド 


へ へ 中 で そ へ ざく トー ドル へ KN ミ 
態 因 つじ 項 時 あつ シン 8 固 時 
ロ 尽 も む や 6 で 刀 マ 畠 つ っ ル ハ へ 下台 
he…… つ っ 避 手 時 選 陣 衣 明 し 舞 
っ し っ ぃ et" 

IN マミー ロ い っ し ホース 6 
層 p 絶 Se る 共 撤 時 東 由 還 ロ "て 
ぶし @ 元 明 直 COIN で ミー 
団 JpIN そ へ KS つじ っ ぃ tQ” に 叩 翼 し 
丘 押 趣 6 ベーー ホ ー ふ ゝ JSteG や 人 や 
ルレ で ふ ・ ロ へ ヘ H そり た や ・ セ レト ・ 
ロン K? oom 串 環 G ユー ペー、-tG や 
く K 下 そ A・ 人 TH7 頭 ね SG8^ 名 財 


ーー ニー 
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ミ ・ ル へ 加 惑 GIN て へ に ト N= 人 N さ へ ーー] MS 

宴 和 へ ヘ ・ く 一 て ユ ペー ふ 財 三 過 ” 若 往 選 幼 ロン BS 

R や ′ 郁 遇 p 玉 公 紅 民 明 和 7 QHM7 人 に こっ] SIN 

時 友 4Q 色 細 で じい opG パ さ 和 で ンー 人 

環 思 つや く て ミ 公 ” 地 六 和 te) っ ・ 人 半 計 

斑 換 っ 5 っ "nvG 家 誠に も WoSA 。 5 SI 5 

Gt い 穫 隊 コ 散っ 中 や No 公 D せ < つ Rs ま 

っ 避 料 本 7 ロン S 上 た ンコ 
onoyO” 鐘 時 ハーfK へ AG 愛 品 〇 て つら 0 人 Wo 

更 除い ee し K 公 や きっ うい ト ふ ペー 人 吉 ak_ 1 この リ 

時 公 QK マ エト ドー ルー 篤人) で S 関 ら 時 回 記 8 」 

殿 し SC し ゃ 舞 二 SNetJJ87 ZIN 〇 ミ 


ミー や 必 虹 喘 440 し っ SS っ ふ マ キシ 
提 ke う うり 虹 で だき ン レ ゼ で や で う っ" 受 
mm 〇 GS ホー し ロコ し 一 で で し じ っ 
NeTNINA ふ か ーママ 尼 て 
麗人 Se キキ 人 私 て 公 域 甘 Y り で じ 
08” NG や 思 ^ マヤ 6 擬 規 押 國 公 
骨 揚 YoStG JJ り 3hO 6n8S Non 
te っ J′ 肝 三 G 地 電 促 玉 区 KW 紅 
般 肖 所 更 JJDSNQ” 加 Kー ミ ー 
N ネ ポーz7 HINJK 一 ミー の ヒレ ペ ぶ マ キモ 
ドー ドー 載 で きっ ペー に K し @G 引 緒 
一 は 民 つじ っ ぃ GS や 和 ” 時 三 球 
マエ 9 記 Ke) で ツマ 骨 叶 ン 麗人 SNQT 
へ ホー マー 1RWKaNG JJ 
p 光 陣中 で NO” マキ トド ポー ドル 
ー 載 で きっ ペーK し せ ^ お KA へ 
mAGT0QSNe 悪 引 公 税 訪 < ぐ で NGIJ 和 ) 
SNSD つ で で っ “ 

NG 貼 四 せ 且 器 〇 醒 震 ぐ で 中 捉 
G 郭 部 し 憶 SQ で to) つっ 愉 で さっ 
AO" て 3 名 時 さき 忠司 TNIh 
ーー て 6GI ト KW 時 っ )、S2JPS で 
し っ S っ ?" の と ココ OGKTNS さ ペー 


3 時 m 可 ネー さ ユ ドー さ し 窒 名 


Ni 
人 ド 
邊 
コ 


だ ア 頼 ク あ 最 を た 察 ア プ | の R 関 ら 
ろ ド 性 を る 大 欠 だ し た ロ の 中 0 心 今 れ 
う ババ を 選 の く ち ジマ で 1 事 季 る 
" ン 備 け か ア " 新 そ は ェ シ 最 0 は の 予 
テス た つの ド ポ そ し と 20 クン も の ド 中 
| さと て バ こ いか 年 ト は 古 マ ショ だ 
ジ せ し な ン が マ ら と に まく シン タ “ 
に る て い テ 結 シ 多 22 携 っ ン に 
換 こも ほ | 局 ン < 年 わた フ デ 体 と 
えと “どど ジ は は を の つく ェ エ ザ に っ 
る が マ に と ト 得 学 G て 新 ラ イ あ て 
こ で シ 激 な ヨ て ん R い し 1| ン る の 
と き ン し る タタ し で 0 る い リ は だ 最 
が て に い 可 に て い 1 エ デ と L ろ も 
で い 真 ア 能 と 信 る 0 フン ザ プ M3 う 大 
きれ の 人 タタ 性 っ 頼 の を ジイ ジ H "まき 
る ば 信 ツ も て 性 だ 観 ニ ン ョ 勢 G な 
アーン 72Z ん 4 どの の ルン ラル らら グン を 2/77Z// 7 の クラ ルレ ラテ /7/ ウツ ノン os 7Z ラ 7 フ アウ の ら テ ググ ウノ 
どー ちら 6 の > の oe/7 どら /77/ / と 2 の ウノ ど /@ ら 7 の の /7 アラ アア グル ハン グリ ノノ ケル の ググ ケラ を ケラ ルン ラ ウツ 


(上 ) 今季 も トヨ タ WEC チ ー ム の 代表 を 兼 
務 す る 可 夢 偉 。100 周 年 を 迎え る ル ・ マ ン 
で “絶対 指令 " を 完遂 で きる か 。 マ ネー ジ 
ング 側 と し て の 手腕 も 問わ れる 。( 右 ) 厳 し 
い BoP の 中 で も トヨ タ は 昨季 6 戦中 3 回 PP 
を 獲得 。 シ ん ・ マ ン で は 6 年 連続 を 継続 中 。 富 
士 で は 可 夢 偉 、 ル ・ マ ン と バー レー ン で は 
ハー トレ ー が 獲 っ た 。 (as) 


7 の アワ の Z2 の の 7 の アグ ルビ / - 7 ら /Z7/7/ ど っ / クラ メア ラ ヲ (の oe/77 が 277) 


Engine V6 direct injection twin-turbo 

Valves 4 percylinder 

Engine capacity 3.5 Litre 

Fuel Petrol 

Engine power 500 kW / 680 PS 

Hybrid power 200 kW / 272 PS : 、 

N 

( WW ュ cs SS NN 

Battery High-powered TOYOTA Iithium-ion battery ンー / パ へ NNNNN 


NN // ッ 
Front motor/Inverter AISIN AW/DENSO に 


Gearbox Transversal with 7 gears sequential 

Driveshafts Constant velocity tripod plunge-joint driveshafts 
Clutch Multidisc 

Differential Mechanical locking differential 


019 autosport 


VM で で て NM FN- 
っ や 〇 ここ いて で さき 計 


Wt 020 


いい 1 


ら ciQ 迷 ペー 人 KK へ 釘 革 本 講 

CN ふし 受 山 〇 トロ ロー つつ 
師 ロ ー の oo 筐 和 色 っ GAJIJAO 
で て へ や さ K、 し 抑 謙 りつ 刀 そ へ 
く ふ て 6G で ささ ロ ポ …… つ ) ろ 心 G 彼 天 下 
GRG 中 選 窒 KVOT お Jp)/Qp 
苦 帳 選 斗 東 装 舞 補 記 玩 /W じ っ や 選 
場 時 品 人 鵜 持 公 で G 鈴 組 せ 上 明 で G 咽 
KG 中 上 じ SN@ さ ・ ド へ 中 隙 く @ 堆 揚 
て SIGDFSESESIWE て EETUSKTA 
うっ 心 Gp” 名 結 ペ ーK へ 玩 国 R 六 

彰 SN 公 ロ ーK モ ー ミ 3” 則 で 
打 玉 ペー へ へ や ふ 中 ー、 つ っ npG 公 
べく つ マ 夫 9 人 0 し っ 公 で T の 
ooG1 ト AH 一句 SS で 刀 由 入 和 か ト 宙 
っ じ し 堅 Q 公 うさ で GS” ホー 6 堆 
握 お 遍 区 p 所 し せ で ソン” 8@ 郁 螺 玖 
tQ 表 胃 つ ポ く ” K コ ペー 人 KS 陸自 YI に SG 
っ さっ っ う ) っ / 愉 JJ で 5 失 ー 
K て ^ トマ SGp6 っ leS 愉 で 
Sim て ホ ミ ト で 到 や ンジ お や 
いせ 誕 や Q で レ つ で し っ 7 ト J で で 
3 人 ロ 8 衣 来 YO で で っ HedH67 名 時 


旨 頼 性 確 保 か ら 


つ “ イ ン パ クト 希薄 化 " 


目 立 
"再燃 "は 人 f 


ーー ニー ムー の タン ン ーー 4 


まとめ @ guto sport Photo@ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) プ LAT プ PEUGEOT 
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る 3 台 の カラ ー リ ング を 発表 。 そ の うち の 02 号 車 は デイ トナ 後 、WEC 
の 2 号車 と し て WEC と ル ・ マ ン に 参戦 する 。( 下 ) デイ トナ テス ト 
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生 下 | ワ に る | | リ 対 ど が 側 い ス わ ッ の だ 電 供 
ノシ を イ あ “スム | う 完 と る ト け テ 生 が 能 
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WEC 2023 LMDh Driver Lineups 
Manufacturer No. Team Car Driver 
CADILLAC 2 CADILLAC RACING Cadillac V-LMDh Earl Bamber (NZL) / Alex Lynn (GBR) / Richard Westbrook (GBR) 


nsen (DNK) / F| 


5 PORSCHE PENSKE MOTORSPORT Porsche 963 
PORSCHE 


99 PROTON COMEPTITION Porsche 963 Gianmaria Bruni (ITA) / TBA / TBA 


as of January 11, 2023 
IMSA 2023 Daytona 24 Hours Entry List (LMDh) 


Manufacturer No. Team Car Driver 
01 Cadillac Racing Cadillac V-LMDh Sebastien Bourdais (FRA) / Renger van der Zande (NLD) / Scott Dixon (NZL) 
cADILLAC 02 cadiacRacnm 。 cadilac VLMDh Earl Bamber (NZL) / Alex Lynn (GBR) / Richard Westbrook (GBR 。 
31 Whelen Engneerng Racng 。 cadilac VLMDh Pipo Derani (BRA) / TBD / Jack Aken (GBR ーー 
6 Porsche Penske Motorsports Porsche 963 Mathieu Jaminet (FRA) / Nick Tandy (GBR) / Dane Cameron (USA) 
7 25 PBBEBDSGNUGEGGE。 Porsche 963 Matt Campbel(AUS) / Felipe Nasr (BRA) / Michael Chrstensen (MCO) 。。 
2 10 Konica Minolta ACURA ARX-06 Acura ARX-06 Ricky Taylor (USA) / Filipe Albuquerque (PRT) / Louis Deletraz (CHE) / Brendon Hartley (USA) 


60 Meyer Shank Racing w/ Curb Agajanian Tom Blomqvist (MCO) / Colin Braun (USA) / Helio Castroneves (USA) / Simon Pagenaud (FRA) 


24 BMW M Team RLL Colton Herta (USA) 


BMW 


BMW ( 左 ) と アキ ュ ラ ( 右 ) は 今季 の WEC に は エン トリ ー し て いな い 。BMW は 来季 か ら WEC と ル ・ マ ン に エン 
トリ ー 予 定 。 ア キュ ラ は デイ トナ 24 時 間 に 向 けた 耐久 テス ト を 実施 し て いな い 。 ぶっ つけ 本 番 で 臨む 。 (as-web/as) 
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Text ⑳ アン ドリ ュー・ コ ッ ト ン (Andrew Cotton) Translation @ 神田 美穂 (Miho Kanda) まとめ @ auto sport 
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100 年 目 の ル ネ サ ンス 


[ 2023 年 LM CTE 見 納め 特別 企画 ] 
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AN ネーK ホ ーー 中 医事 G 率 つ " 
ミ ・ ル ヘ ペ ー ト トー 人 党 で 刀 り うお) 
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Goodbye LIM GTES.… 
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16 年 CTE Pro 優 勝 車 は 
ハイ バー カー の 理念 4 
先取 り し た 車両 と 言え る 


Ford 己 T 「echnical DoifiCatiO ロ 


Chassis 


Dimension [Length / Width] 


Wheelbase 
Weight 


Suspension [Front / Rear] 


Engine 
Displacement 
Max Power 
Max Torque 


Transmission 
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居 呈 。( コ の テー さい 革 よ 評 の 


う 用 賠 
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川渕 
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MIN) LYNNNIANS テ SNIN 
o こ て ロコ の デビ で 培 訳 送 落 SN 


Lightweight carbon fibre and aluminium chassis 


Double wishbone, pushrod suspension 
Double wishbone, pushrod Suspension 


twin-turbocharged, Ford Ecoboost V6 
3.5 litre 

500ps (governed by regulation) 
500Nm (governed by regulation) 


SiX Speed Sequential gearDox 
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4 | る 参 ろ フカ 50 
8 ド 2 戦う ェ ム 年 
GIISN ラ と 
W | 和 人 SW | 用 弄 
T は 加 い う リ ク え 
E ` え る 目 を を る 
と 50 た 2 論 蹴 果 
の 年 4 台 見 散 た そ 
同 前 台 に だ らし の 
呈 交 | @ 此 節 
ラ 同 制 M た て あ 目 
2 IP SS 1 膨 06 め 
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きき コ の テー\ ト | 起 半 5 計り 詰 (y 


ビ ANV4 


イジ ポー 


フロ ント サブ フレ ー ム の 下 は 広く 空間 が あい て お り 、 そ の 


イン ター クー ラー を ボディ か ら 切 り 離 し 、 あ 
い だ に 空気 の 流 路 を 設け る こと で イン ター ク 
ー ラ ー の 冷却 効率 を 高め よう と し た 。 し か し 、 
単純 に 切り 離し た 状態 で 配管 の レイ アウ ト を 
(eSc 記 の ジジ ジーク ニッ この ら の ツー ジグ 
ンク へ の 経路 が 長く な り レ スポ ンス が 悪化 す 
る 。 そ こ で 、 ル ー フ と リヤ ア ェ ンダ ー を 結ぶ 
バッ トレ ス を 設け て その 中 に パイ プ を 通し 、 イ 
ンタ ー ク ー ラ ー と サー ジ タ ン ク を 最短 距離 で 
結ん だ 。 EcoBoost の ペッ ト ネ ー ム を 持つ 量産 
ジン が ペー ス な の で 日 ト タ ダイ ブ の よう 
な スト レス マウ ント で は な く 、 パ イプ フレ ー 
ム に マウ ント サスペンション は プッ シュ ョ ロ 
ッ ド で ダン パー や スプ リン グ 類 を 作動 させ る 


H 央 部 に は 剛体 が 


存在 し て いる 。 そ こ に ロワ アー ム が マウ ント され る か た ち だ 。 ア ー ム は 市 販 
車 ベ ペース と は 思え な い ほ ど 長 く 取 られ て いる 。 フ ロン ト も サス ペン ショ ン は 
イン ボー ド 式 、 ス プリ ング も トー ショ ン バ ー を 採用 し て お り 、 通 常 の GT マシ 
ン と は 一 線 を 画す 構造 だ 。 
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刀 MWVV IM 己 生 「echnicgal 己 DeoifiCatiOn 


Composite body with carbon core 


Chassis 


4998 mm / 2234.8 mm (including mirrors) 


Dimension [Length / Width] 


両 よ り も 見 る か ら 


2 


( 


2880 mm 


Wheelbase 


車 


大 柄 な M8 GTE。 BMW は 過去 
の 経験 か ら あ えて 大 柄 な マシ ン 


イ バ ル の 


Weight 


Double wishbone / Double wishbone 


Suspension [Front / Rear] 


ラ 


の 
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を マシ ン を 選択 。 当初 は FIA の 
許可 を 得 て 開 発 を 始め 


た 


V8 engine with BMW TwinPower Turbo Technology 


Engine 


ちの 横槍 が 入っ た の か 、 
LM GTE の 前 面 投影 面積 の ウイ 


イ バ ル 


3981 cc 


Displacement 


ボディ 


の 下 半 分 を 30mm カ ッ ト す る だ 


ンド ウ に 入れ る た め !( 


Max Power 


を や り 直 すこ と に な っ 


計 


( 全 UN 


設 


ち で 
た 


Max Torque 


Six-speed sequential motorsport gearbox 


Transmission 


JiLantenberg 
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搭 
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Goodbye LM GTEs.… 


表 由 定 号 や いふ ロ KTN ユ ー へ っ ) 皿 つ 
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ポル シェ は 一 貫 し て ル ・ マ ン の GT 車 向け クラ ス を 911 で 戦っ て きた 。 これ ら 3 面 図 の 写真 は 2019 年 の ル ・ マ ン に 撮影 され た 
MY2017 の も の で 、911 史 上 初め て リヤ ミッ ド シ ッ プ 化 され た モデ ル 。 下 に は GTE 車 両 と し て の 911 RSR で ある 最終 型 MY2019 
の スペ ッ ク を 掲載 し て いる が 、 エ ンジ ン が 更新 され て いる ほか ホイ ー ル ベー ス も わずか に 短縮 され る な ど 数 字 上 の 変化 も ある 』 


Porsche 紀 44 内 戸 [04 mogel year 1 
TecChnical G ロ CifiC モ tiO ロ 


Chassis Aluminium-steel composite design 


Dimension [Length / Width] 4593 mm / 2050 nm 語 


Wheelbase 2513 mm | 
Weight Approx. 1.245kg (subjeet to BOP) 
Suspension [Front / Rear] Double wishbone 


Integrated rear-axle suBframe with double wishbone 


Engine Water-cooled six cylinder boxer engine, 
positioned in front of the rear axle 


Displacement 4194 cc 

Max Power 378 kW (515 hp) depending of restrictor 
Max Torque 

Transmission Six-Speed sequential constantmesh gearDox 


041 auto SDOrt Motorsport Images 
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S.Kusakai 


2019 年 11 月 23、24 日 に 富士 スピ ー ド ウェ イ で 開催 され た 『SUPER 
GT x DTM 特別 交流 戦 』 の 併催 イベ ント と し て 行なわ れ た 『auto 
sport Web Sprint Cup』。GT300 ク ラス の エン トラ ント を 中 心 に 12 台 
の GT3 マ シン の ほか JAF GT300 (当時 ) 車両 や マザー シャ シー マシ 
ン が 参戦 し た 。 ま た 、 特 別 交流 戦は ハン コッ クタ イヤ の ワン メイ ク 
と な っ た が 、Sprint Cup は タイ ヤメ ー カ ー を 選択 で き 、 よ り ス ー パ 
ーGT 感 の 強い イベ ント だ っ た 。 


近年 の DTM に お ける 重大 事件 まとめ 


2009 年 スー パーGT と の あい だ で 技術 規則 統一 に 向け た 話し 合 


い が ス ター ト 。 


2011 年 2014 年 以降 スー パーGT GT500 ク ラス と の 技術 規則 


統一 に つい て 契約 を 締結 。 


2012 年 BMW が 復帰 し 、 参戦 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー が アウ ディ 、 
BMW、 メル セ デ ス の 3 社 に 。 3 社 体制 に な る の は 2005 
年 以来 の こと 。 

2013 年 グラ ンダ ム ノ IMSA と 2015 年 も し く は 16 年 か ら 北米 で 
DTM と 同じ スタ イル の レー ス を 開催 する 契約 を 締結 。 


2014 年 GT500 に カー ボン モノ コッ ク な どの DTM と の 共通 パー ツ 


が 導入 され る 。 
2017 年 ITR の 代表 を 務め て いた ハン ス - ベ ルナ ー・ ア ウフ レヒ ト が 
退任 し 、 ゲ ル ハ ルト ・ ベ ル ガ ー が 同 職 に 就任 。 DTM 最 
終戦 ホッ ケン ハイ ム で GT500 車 両 び が 、 スー パーGT 最 終 
戦 も て ぎ で DTM 車両 が それ ぞ れ デモ ラン を 実施 。 


2018 年 CLASS 1 規則 の 完成 版 が 公開 。 メル セ デ ス が 2018 年 


シー ズン 限り で シリ ー ズ か ら 撤 退 す る こと を 発表 する 。 
2019 年 GT500 と 同じ く 29 直 4 ター ボ エ ン ジン を 導入 。RH モ ー タ ー 
スポ ー ツ が アス トン マー ティ ン で シリ ー ズ に 参入 する も 、 一 
年 限り で 参戦 を 休止 。10 月 に 最終 戦 ホ ッ ケ ン ハ イム に 
GT500 車 両 が 参戦 する と 、1 1 月 に は 富士 で スー パー 
GT と DTM の 特別 交流 戦 が 開催 。 


2020 年 アウ ディ が 2020 年 シー ズン 限り で シリ ー ズ か ら 撤 退 す る 


こと を 発表 する 。 
2021 年 参戦 車両 を CLASS 1 か ら GT3 に 変更 。 CLASS 1 の 知 
的 財産 権 が GT アソ シ エ イ ショ ン に 譲渡 され た こと が 明 ら 
か に 。 


2022 年 シリ ー ズ の 商標 権 が ADAC に 売却 され る 。 ITR は 解散 に 。 


2009 年 か ら ス ー パ ーGT GT500 ク ラス と の レギ ュ レ ーション 統一 に 
向け た 交渉 を 開始 し た DTM。 統 一 規則 で ある CLASS 1 規定 は 2018 年 
に 完成 を 迎え 、 同 年 の 第 4 戦 ノ リス リン ク で ITR 代 表 の ベル ガー と 
GTA の 坂東 正明 会 長 が お 披露 目 し た 。 DTM で は この 年 限り で メル セ 
デス が 撤退 し た も の の 、 翌 19 年 に は アス トン マー ティ ン が 参戦 。 ま 


た 、GT500 と 同様 の 2 2 直列 4 気筒 ター ボ エ ン ジン も 導入 され た が 、 


この 規定 化 で の レー ス は 長く 続か な か っ た 。 
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SSAN ヽ Porsche ヽ SRO 


Ferrari 296 GT3 


-mm / 2050mm 


Dimension [Length / Width] : 


Wheelbase : 2660mm 


Weight : 1250kg (depending of BoP) 
Engine : 2992 cc V8 Turbo 


Power : 600Hp 


Transmission : 6speed sequential / Paddle shift 
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Rear-mounted 


Engine : 4194 cc 6cylinder Boxer / 


Power 


8565S 
Transmission : 6speed sequential / Paddle shift 


Porsche 
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LC500h (上 ) と プリ ウス PHV レイ アウ ト 比 較 。 エン ジン と ドラ イ バ ー 位 置 
が 大 きく 後退 (エン ジン は 275mm) し て いる こと が 分 か る 
を 実現 。 フ レー ム は -30kg 強 度 120% を 達成 し て FIA 公 認 を 取得 


。 重量 配分 は 50 対 50 


AN が 待 。 


両 サ イド の 排気 管 の 冷 
2 ボン パー ツ が 焼け た た め ア ルミ 板 で 応急 処置 。 
GR86 で も 採用 され て いた コス ワー ス 製 大 型 デ ィ ス プレ イ 4 エン ジン ルー ム か ら 側 面 へ ここ を 空気 が 流れ 
採用 。 ハイ プリ ッ ド シス テム は キャ パシ タ と イン バー タ 0 ー 1 て いる 証拠 で あり DF 確保 に も 貢献 し そう だ 。 
を 助手 席 に 搭載 。 シ ステ ム は 踏襲 し つつ 冷却 を 簡略 化し 
て 軽量 化 を 図る 。 


2UR-G エ ンジ ン の 手前 アル ミ の ブレ ー ス の 下 
に アン チロ ー ル バー と サー ド エ レ メン ト が 収 
まる 。 こ の プレ ー ス が 支持 剛性 を 向上 させ る 
と と も に フレ ー ム 剛性 も 担う 。 


GT500 に 同様 形状 の 採用 が あっ た 鍋 刃 状 の エ 
アロ パー ツ 。 渦 を 生成 し て 空力 改善 に 寄与 す 
る 。 重量 配 分 が 改善 され た と いう こと で ブレ 
キ の 前 後 パ ラン ス も 改善 され て いる は ず だ 。 
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2023 GT300 規 定 の ポイ ント = 1 
フラ ッ ト ボ トム エリ ア の 変更 と 新た な 開発 領域 


変更 され た 2023 年 GT300 規 定 に お いて 一 番 ドブ ロッ ク は GT500 同 様 の 前 後 一 体 の 直 
大 きく 変更 され た の が ア の 規定 だ 。 上 図 の 方 体 に 変更 され た 。 緑 石 に スキ ッ ド ブロ ッ ク 
よう に フラ ッ ト ボ トム が これ まで 前 後 車軸 間 で が 引っ か か り コ ー ス アウ ト す る よう な アク シ 
あっ た の が 、 フ ロン ト ・ コ ンプ リー ト ホ イ ー ル デン ト を 抑止 する 目的 が これ に は ある よう だ 。 


後 端 か ら リ ヤ ・ コ ンプ リー ト ホ イ ー ル 前 端 まで この な か で 新た な 開発 領域 と し て 注目 を 集 
と 規定 され て 面積 が 縮小 され た 。 相対 的 に 面積 めそ うな の が フロ ント スプ リッ ター 部 だ 。 キ 
が 拡大 し た 前 後 エ リア は 、 フ ロン トス プリ ッ タ 一 ル 状 形状 の 設置 が 可能 で あり 凹 お よび 凸 形 


攻撃 的 Long ノ ー ズ & Lower デ ッ キ 部 が 帆 も 最大 950mm が 最大 1150mm に 拡大 され 、 状 も 規定 寸法 内 で 採用 が で きる 。 
フラ ッ ト ボ トム 後 端 に 接続 され る 傾斜 プレ ー ト 、 
すなわち ディ フュ ー ザ ー 部 の 幅 が 最大 950mm か 
ら 最大 1300 mm に 拡大 され た 。 こ れ ま で タイ ヤ 
ハウ ス と 規定 され て いた エリ ア も 「 傾 斜 プ レー 
ト 」 と 垂直 整流 板 で 規定 する こと で グレ ー ゾ ー 
ン と し て の 解釈 を 封じ る 意図 が ある 。 
フロ ント の スプ リッ ター 面積 が 拡大 され た こ 
と に 伴い キー ル 形 状 の 設置 が 可能 と な り 、 リ ヤ 
の 傾斜 プレ ー ト に は ギヤ ボッ クス の 逃げ の た め 6 
の 直方 体 も し く は キー ル 形 状 の 設置 が 可能 と な 上 の 椿 円 形状 が 旧型 スキ ネッ ド プ レー ト で 、 下 が 
新規 定 ス キッ ド プ レー ト の ベー ス 部 (アル ミ 材 ) 
っ た 。 と 圧縮 板材 の スキ ッ ド プレ ー ト 。 面積 が 大 幅 に 
前 後 2 カ所 の 設置 が 義務 付け られ て いた スキ 拡大 され る た め 空 力 へ の 影響 も 大 きい 。 
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GEO つの た) 
「 ト リッ ク デ ィ フ ュー ザー」 の 禁止 


旧 規 定 で は 垂直 プレ ー ト の 最大 幅 は 950m と 規定 され て それ より 外側 は タイ ヤ 
ハウ ス と し て 解釈 され て いた 。 タ イヤ ハウ ス 底 面 の 規定 は な く 、 こ こ に 凹 形状 の 2023 GT300 規 定 の ポイ ント = その 
チャ ン ネ ル を 設け る こと に よっ て ダウ ン フ ォ ー ス を 獲得 する こと が で きた 。 言 わ 2 
| ト M は チャ 
ば 規定 解釈 の すき 間 を 突い た 「 ト リッ ク デ ィ フ ュー ザー」 で 、 か な り 効 果 が あっ た リヤ セク ショ ン 形 状 な ど を 


よう だ 。 傾斜 プレ ー ト 幅 が 1300m に 拡大 され る と と も に 、 傾斜 プレート と イン オリ ジ ナ ル に 近 つ ける 
ナー フェ ンダ ー 間 は 「 接 続 部 及び その 周囲 に は 、 認 め ら れ て いる 以外 の いか な る 本 際 、 
空力 効 果 を 有する 部 品 が あっ て は な ら ず 」 と 規定 され て 解釈 が 明確 化 さ れ た 。 AU 
向 で 規定 が 修正 され て 、 フ ロン ト フ ェ ン ダー 
外側 か ら 見 て も 「 ト リッ ク デ ィ フ ュー ザー」 と リヤ フェ ンダ ー 形 状 に 寸法 の 規定 が 新た に 
の 存在 は 分 か ら な い 。 傾斜 プ レー ト よ り も 奥 SU 0 
に それ は 存在 し て いた 。 JAF-GT 規 定時 代 の 追加 され た 。 こ れ に よっ て 空力 効率 改善 の た 
GT500 開 発 で 生ま れ た 技 か ? め に フェ ンダ ー 前 端 を 延長 する よう な 形状 を 
採用 する こと が で き な く な っ た 。 
また 、 リ ヤ フ ェ ン ダー 後 端 は 車軸 中 心 より 


上 は ルー バー 等 で 覆う こと が 義務 付け られ て 、 
後 端 を 切り 落と し た まま に する こと が 許さ れ 
な く な っ た 。 リ ヤバ ン パ ペパー 下端 も これ まで 底 
面 か ら 300mm の 高 さ まで 切除 、 改 造 が 許さ れ 
て いた が 、 こ れ が 250mm に 改め られ て 改造 範 
囲 が 狭まっ た 。 こ れ ら も 生産 車 イ メー ジ 維 持 
の 方 策 だ 。LC500h の 処理 を 見 て も フェ ンダ 


イン ナー フェ ンダ ー を 外す と 凹 形状 が 分 か る 。 
GR スー プラ 、GR86 も 新規 定 準拠 の 空力 開発 
を 実施 し て アッ プ デ ー ト する 予定 。 規 定 変更 


で 失っ た DF の 回 復 が 急務 と な る 。 ー 後 端 は 閉じ られ て いる 。 
す た め の リヤ デッキ 
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auto spOrt 的 サス ペンション ・ ウ ォ ッ チン グ by 國 政 久 郎 
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サス ベン ショ ン 高 : り っ Om リ P 


ボデイ 高 : 約 80mm DOWN 


ー み 


< - と の ooS 放 きい 忠司 


z< き 只 イ 
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[5 陣 
⑳) 肝 し 太 で 凍 
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スリ 新 の 富 車 
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も 24 R トピ イィ 
あ 員 NX 引 信 呈 2 
っ 間 ) 屋 了 
法 臣 全 ウ 商 
中 0 中 時 大 


冊 


政 久 郎 (くに まさ ひさ お ) サス ペン ショ ンチ ュー ニン グ 専 門 シ ョ ッ プ 「 オ リ ジ ナ ル 


ボッ クス 」 代表 。 サ スペ ンション エン ジニ ア と し て 自動 


ヤー の 開発 に も 従事 。 1980 年 代 全 日 本 ダー トラ で は 自ら 開発 し た 車両 で 2 年 連続 チャ 


200km/h の 微 能 


ニュ ル ブ ル クリ ンク を 24 時 間 戦 い 抜 く た め の 足 と は 


路面 ミュ ー が 低く 、 荒れ た 高速 ワイ ン デ ィング 路 を 

24 時 間 全開 で 走り 続け る ニュ ル ブ ル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス に お いて 
求め られ る サス ペン ショ ン セ ッ テ ィ ング と は どの よう な も の な の か 

「 ス バル WRX STI NBR CHALLENGE 2023」 に お ける アプ ロー チ を 
サス ペン ショ ン エ ンジ ニア 國 政 久 郎 が 解き 明か し て いく 


Photo @ 澤田 和久 (Kazuhisa Sawada) プ ST| まとめ '@ 有 富 誠 一 郎 (Seiichiro Aritomi) 


テス ト 終 了 後 、 辰 己 総監 督 ( 右 奥 ) と 
宮沢 チ 吉 フク レニ スエ ンジ ニア (右手 
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導 骨 風間 


200km/h の 徴 能 
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・ く で し つっ も で " 
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長い リバ ウ 
め る 倒立 タイ 


高 
銘柄 は ビル シュ タイ ン 。 


合わ せ て ヘル パー スプ リン グ も 長い 。 ス 


トラ ッ ト タ イプ の フロ ント は 支持 剛性 を 


ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス の グリ ッ ド 上 
用 KON 


辰己 総監 督 と 立つ カル ロ ・ ヴ ァ ン ダム 。 ス ター ト 
ドラ イ バ ー を 務め て トー 変更 の 結果 を 確認 し た 。 
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22 年 
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スプ リン グレ ー ト は 前 後 と も 20kg/m 程 度 。 


Front Suspension 


ンド スト ロー ク ! 
プ の ダン パー を 採 


償 昌 選 で さ "SS くう S に 所 も 愉 ) せ 
移し っ eS jp ペ ゴロ に お 
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悪 つ し っ h@G 公 陣 散 じ " 
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強化 され 
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トコ 
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ッ ト を 支持 する ボー ル 
ジョ イン ト は 
加工 が サ プ ブフ レ ー ム に 


定 さ れる スト ラッ ト タ 
ワー は 大 
生産 車 の ロア アー ム を 
使用 し ブッ シュ は ピロ 
さ 約 50mm ア ッ プ 


ボー ル 〔【 
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や や 27 HKT へ 選 培 舞 つ や や 本 teG 
し 咽 提 押さ っ 軸 咽 因 ロレ 
っ 
ーー も お KA へ AG 変電 パ 0G 遇 駅 
起 W で し っ teG し も で - 

: 詳 つ や 36 田 し 
ーー ト 稚 ふさ や 症 で KG 
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!J 心 陽 0 レ っ ン ュ JH66 証 村 っ き ざ 表 
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画 呈 < ミミ ー ( く SATNih く ー) 公 く 
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ーー 11H ミ 6 臨 東レ せ や ネイ 押 屯 
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ー ド トト 6 信 つ つ を ント 蛋 回 半 昭 公 
KW っ や い 代 科 つ 矢本 te」 JO し っ 
HH つ 刀 人 SQ" 
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マル チリ ンク で 生産 車 
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求め られ る の は 


限界 の 一 歩 手前 に お ける 精度 と 安心 感 


1 太 チ ー フ レー ス 
エン ジニ ア に は 大 変 興味 深い お 話 を 伺 
うこ と が で きた 。 辰己 さん の フロ ント 内 輪 を 
で きる だ け 使 いた いと いう 言葉 を 自分 な り に 


る と いう の が ニュ ル ブ ル クリ ンク の 特別 な 
分 な の か も し れ な い 。 そ れこ そ 200km/h か ら 
の 微 能 と いう 状況 は 通常 の パー マネ ント コー 
ス の レー ス で は 生ま れ な い 。 


解釈 し て みる と 、 操 能 する 前 段階 の 車両 荷重 
は 左右 均等 。 そ の 状態 で トー イン で あれ ば 、 
操 能 開始 と と も に 内 輸 側 は トー 「 ゼ ロ ] の 状 
態 を 通る こと に な り 、 人 外輪 側 だ け の 操 能 に な 
っ で し まう 。 

それ を トー アウ ト に し て お け ば 初期 か ら 内 
輸 を 効か せる こと が で き て 、 和 荷重 が 載る 外輪 
は 当然 効く の で 初期 の 応答 性 が 高まる と いう 


最高 速 260km/h 平 均 速度 160km/h で あれ だ 
け 複 雑 な ワイ ン デ ィング 路 を 夜 も 走ら せな け 
れ ば いけ な い 。 だ か ら こ そ 一 般 的 な スプ リン 
トレ ー ス の よう に ここ を 超え た ら コ ー ス アウ 
ト す る と いう 限界 で は 走っ て は いな いで あろ 
うし 、 ク ル マ 側 に も 多少 鈍 さ と いう か 寛容 さ 
が な いと ドラ イ バ ー が 走れ な い 。 

限界 の 一 歩 手前 、 そ こ で ドラ イ バ ー が 自分 


こと だ と 思う 。 ネ ガ テ ィ ブ キ ャ ン バー も 4 度 
くら いつ け て いる と いう こと だ っ た の で 、 サ 
イド スリ ッ プ を 打ち 消す た めで も ある 。 

ニュ ル ブ ル クリ ンク の あの コー ス で 、150 
200km/h の 速度 で 曲がっ て いく 時 に 、 ほ ん 


の コン トロ ー ル 下 に クル マ を 置け る 精度 が 求 
め ら れ て いる の だ ろう 。 マ ックス G も 2.5 と 
か で は な く 2.0 以 下 で あろ うし 、 そ こ で 穏 や 
か に 限界 の 際 が コン トロ ー ル で きる 足 が 必 要 
に な る 。 前述 し た トー イン の 話 自 体 が 限界 領 


の 僅か で も 転 能 に タイ ミン グ の 遅れ が 感じ ら 
れ た ら 、 お そら く ド ライ バー は 相当 怖い に 違 
いな い 。 急 激 で も 困る けど も 、 自 分 の 操 能 に 
対し て の 反応 が 欲し い …… そう 思っ た 時 に 、 
左右 両輪 を 効か せる こと が 有効 。 そ うい うこ 
と な の か も し れ な い 。 

その トー イン に 関係 し て ドラ イ バ ー (カル 
ロ ・ ヴ ァ ン ダム ) が 「 ア ンダ ー ス テア じゃ な 
く 旋回 円 が 大 きい 感じ ]」 と 表現 し た と いう 話 
も 興味 深かっ た 。 表現 が 違う だ け で ライ ント 
レー ス 性 の 変化 を 指摘 し て いる 。 ひ と つ 前 の 
仕様 と 今 の 仕様 と そう いう 表現 で 伝え られ る 
と いう の は ドラ イ バ ー と し て か な り 優 れ て い 
る 。 レ ー シ ン グ ド ラ イ バ ー は な か な か そう い 
う 視 点 で 見 て いな いし 、 だ いた いみ ん な 自分 
の 技量 で そこ を 乗り 切っ て し まう 。 

量産 開発 を や る と ライ ント レー ス 性 は 必ず 
きる ポイ ント だ 。 曲 が れる 、 曲 が れ な いで は 
な く て 、 曲 が り 切 れる 範囲 で さっ きよ り 内 側 
こい っ て いる の か 、 外 側 に どん どん 流れ る よ 
うに な っ て いる の か 、 後 輪 と の 関係 が 言え る 
か 、 車 両 姿 勢 だ っ た り 、 フ ロン ト の 応答 な ど 、 
区 分 けが 求め られ る 。 評価 軸 も 量産 に 近く な 


域 の 手前 の 話 だ 。 能 の 触り 始め の 確か さ 、 辰 
己 さ ん も そこ を 言っ て いる の だ と 思う 。 


量産 ジオ メト リー の 意味 と 意義 


サス ペン ショ ンス トロ ー ク は ホイ ー ル レー 
ト で 前 後 と も バン プ 側 50mm リ バウ ンド 側 70 
mm と 同一 で スト ロー ク 総 量 が 120mm は 量産 車 
改造 レーシ ング カ ー の 相場 と し て は 多い 。 ジ 
ャ ンプ を 除き 接地 が 抜け る 瞬間 が な いと 断言 
で きる の は リバ ウン ドス トロ ー ク の 思 恵 で 、 
それ 以上 長い と 車両 挙動 が 不安 定 に な り 、 短 
けれ ば 吸収 し 切れ な く な る いい バラ ンス の と 
ころ な の だ ろう 。 

量産 車 88 の フロ ント の スト ロー ク 量 は 140 
mm で あり これ と 比較 し て も 量産 に 近い 値 で あ 
る こと が 分 か る 。 重心 高 さ か ら ロ ー ル が 大 き 
い の は 致し 方 な いこ と で 妥 協 す る し か な い 。 
ネガ ティ ブ キ ャ ン バー が 大 きい の も 同様 だ 。 
ここ に 特別 な こと は な い 。 
車体 を 下げ た 分 、 車 体 を 加工 し て で きる だ 
け メ ン バ ー 位 置 を 戻し て (上 げ て ) は いる が 、 
ドラ イブ シャ フト 位置 の 問題 も あり 限界 が あ 
る 。 量産 ジオ メト リー を 維持 し て いじ ら な い 


li 


の は 、 純 正 は ピン ポイ ント で セッ ティ ング を 
導き 出し て いる こと を 理解 し て いる か ら だ 。 
量産 サス ペン ショ ン (特に マル チリ ンク の 
リヤ ) は 各 リ ンク 長 が 違い 、 取 り 付 け 高 さも 
違っ て いる な か 、 リ ンク 干渉 で トー や キャ ン 
バー 変化 が 少な い レ イア ウト を 構築 し て いる 。 
1 カ所 を 動か そう と し て も 全部 が 狂っ て し まう 。 
明確 な 理由 を 持っ て 修正 し た い 部 分 が ある の 
で な い 限 り 触 ら な い 方 が いい 。 量産 設計 の 段 
階 で は 減速 や 加速 、 横 力 な どの 入力 条件 を 変 
えて リン ク 和 干渉 を 確認 し て いる か ら だ 。 

その 上 で ロー ル 剛 性 を 上 げ る 、 ト 一 変化 量 
を 小さ くす る な ど 動 き を 量産 か ら 小 さく し て 
高 性 能 タ イヤ へ 対応 させ る の は 当たり 前 の 話 
だ 。 後ろ か ら 勝 手 に クル マ が 動く の は ドラ イ 
バー に と っ て 迷惑 な 話 で 、 タ イミ ング の 悪い 
4 輸 操 胡 の よう な も の 。 ド ライ バー の 管理 下 
に 置き た い の で あれ ば 、 後 ろ は 静か に 従っ て 
くれ た ほう が いい 。 お そら くそ うし た まとめ 
に な っ て いる だ ろう 。 

も し 同 規定 下 で 車両 を オリ ジ ナ ル ボ ックス 
で 作る の で あれ ば 、 ゼ ロ か ら サ スペ ンション 
を 再 構築 し た 方 が 早い と 選択 し て し まう か も 
し れ な い が 、STI の 製品 開発 に 経験 を 活か す 、 
量産 良さ を アピ ー ル する と いう 参戦 の 狙い 
か ら も その 選択 肢 は な い 。 
辰巳 さん が 乗っ て 確認 し て 、 そ の 上 で 全体 
を 見 渡し て いる の も 大 き な 強 み だ ろ う 。 ド ラ 
イ バ ー と の 会 話 も 通じ 合え る 部 分 が 多い だ ろ 
うし 、 宮 沢 さ ん た ち エ ンジ ニア も 安心 し て 仕 
事 に 取り 組め る 。 そ の 結果 と し て 、 富 士 を 中 
心 に テス ト を 進め て ニュ ル ブ ル クリ ンク に 持 
ち 込 み 、 ド ライ バー か ら 「 重 い ] と 不満 が 出 
る と ころ か ら 始 まっ て も 迷路 に は まる こと な 
く 決勝 に は セッ ト が 決ま っ て いる 。 

名 実 と も に 量産 車 を 活か し て いる の は 真 
実 で 、 エ ンジ ニア 育成 の 場 と し て も ふさ わ 
し く 意 義 が ある カテ ゴリ ー だ 。 何 より スバ ル 
・ ユ ー ザ ー に と っ て この 活動 は 共感 を 持っ て 
守る こと が で きる は ず だ 。 
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で つき 公 /QyG 衣 お お で や くさ しゃ 」 


順位 を 上 げ 
に 成功 。 


三 ム と て の 


コー 
ミン グ を 判断 し て 平 峰 が 2 度目 一 
勝機 を つか むこ と ( 


と に も つなが 
が あう た と いる 5: 消 突 (【 


ご 


結 


を 深め る 
こ は 自 人 
て SC 介入 直前 の タイ 


結 


半 
揚 
マ 
字 
胡 
| 
E 
ロ 
吾 
に 
2 
も ア 
革 


GT500 最 後 尾 か ら 優勝 を 果 
の アタ ッ ク を し て 15 番 手 だ 


自 1 
の ルー ティ ン ピ ッ ト へ 。 


ヤ 選 択 ( 


NM で へ く ミ させ も へ 償 公 次 二 0 
StG 旧 で 々 ミイ INA・ 人 人 生生 
” 肝 必 | 斬 G く ーー て ホー\ つ いじ 軸 *N 
くべ く SW 
「2 っ を” く AQ を 革 柏 朋 . ひ つっ と 
ャ ミーP じ "ペーK し せな ねい 人 の きっ 
し 栓 飲 ロ 董 EHy りや じ 臣 いじ 0 じ ご 


6 村 つ ” 導 打っ 福 著 
ペー ネー ふ ヾ や り 昭 い 0 っ つや 公 
トー ル 崩 C で | 政 G ぶ で さい o 
つ " 碗 s?J っ SINAK 席 IN てく 
ー し やつ" 中 谷 明貴 し 欠 4 叶 導 N 
民 公 し ote つ ^ 唱和 る ン ふ ミル レロ や 


24 レ 
車 


ポイ ン 
ず 14 号 


平 峰 。 オ 
53 


け に それ は 


だ 


限ら れる オー 
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権 ラ ン キ ング 2 番 
と し て 確実 ( 
トゲ ッ ト す る 。 
考え を 持 
を 攻め 立て る 


ma〒 
選手 


内 


ー バ ー テ イク ポイ ント 


が 極端 
リス ク と 背中 合わ せ 。 


結果 、 オ ー バ ーシュ ー 
0 まな が つた だ 
の 姿勢 が 最終 戦 に お け 
る 戦い に つなが っ た 。 


ト ポ リ ス 


ト し て 順位 を 落と し た 


が チー ム が 平 峰 を 責め 


る 


AI ト で へ や へり p 計 つ っ "NNJ 層 人 
6 や 束 元 せ @ 設 しゃ SeG し” ツレ 
pp っ うっ 人 TA 穫 り 昭 っ 

NN で し jp「 ヘー 人 へ 己 朝 せ 中 嗣 じ 茹 
6 いひ てく 公 本 本 抽 至 本 KG 二 公 


C yteRS べ で っ Im で SQ ド 綴 証 机 玉 
っ -6” で 公 彰 細 @ 性 G 電 Ne 々 箇 
民代 ホー 公園 謀 つ レン で し っ kG 
GSG や 心 で つっ 2J 悪 p 履 路 Ket6」)」 


| 四 し GTN ユ 私 エー 


NG+6 い 表記 や 虹 喘 妥 疾 めじ 
0GOwy くく ふ トー ゼ 諾 藤 G の 遇 中 
で 電 寂 で や 7 
「 墨 表 避 の ら 叩 局 (NIN ト NKK モー 色 ・ 
貼 ホ ロー ミ hJ) 6 拓 品 っ 公 SS 他 を っ うむ 
で っ 球 じ ” 介 謝 いぶ 私 ふ 玖 つ レ ン 
で 刀 " や いふ ペー ロ ウレ ミ ー 和 トミ 人 色 い っ や 
忠 皿 ′ 結 ヘ 公共 で で 丸く や じゃ"『 
ポー 』 で し 村 き つ 蝶 むし" 閉 十 


2Q^ O 〇 Q や 李 唄 さ へ 人 GO いっ IJ) 愉 
っ 部 p 喝 明 つ く し か "Qt で る ) 
キキ へ 仏 ミ ビ つ S 公 揚 咽 王 は 殺 玉 さ ド " 
く て や を で GSG 私 必 や 未 f6 で 6 し 
Son で つ S ひ 刀 し も で 」 

貴 喘 し o 暴 由枝 史 つ ′ マー て る 稔 
喧 避 忌 む し KWo 宮 天 つ 丸 色 。 画 陣 
ペー ド 柱 | せ 0G tn る 畠 
C RG や OTR で - 

「 忌 全員 想 軸 模 ( で で 吉 骨 7iN マ ベー 
ロ 表 つじ 皿 麺 で 玉 未 暫 剖 つ レ つ 6 で で 
加 8/ 緒 2JnS で 4Q を SN 
Q し "Jpn SQ を 4Q を TN さ 私 込 エ 
ー 玖 憎 つ し っ 6 つ 玉 "し jp IN てく 
ー 篤 憎 つ NeNN さ A ヘ キー リポ JQ 還 


中 4Q で て" SD や 骨 唱 隊 お 0 で つ ( 赤 )* や 
「 ト ふ ANG ぶ て 7 へ 人 人 有 さ 4 で ふ ヽ ふ ペ ー ウ っ や で 8p 心 羽 求 じ も 公 


誰 届 っ SG う り 昭 っ 陸 ” 玉 さ へ 日 
ふ ・ で へ くさ うつ し せ 器 叶 る さじ" 


や や 公 下 ソン 8 公 で り りり p 殖 症 6 つ 選 公 0 Qp レ 和 8 く AQ を SG 品 臣 ロ ヾ へ くさ GX ヘ 上 ト し せ 忌 人 S じ G 下 そ ヘ 
N 皿 生 し jp 心 層 蛋 到 で や る 尼 1J っ 喘 む し つつ ^ に 私 心 公記 で で り ド へり N0) 公 "IN で ペー ゼ 皿 
愉 『| 揚 TXA』C レ パ マ 結っ や 環 3 の 名 RG 志 骨 贅 *R 下 G 補 琵 守 較 っ jp 身 つり し うっ 刀 し つき 心 つ * 
人 S づ つ 8 つじ し ヘー 人 KK へ G 甘 調 映 0 や っ S 選 避 稔 公 じ つつ 選 "ペーK し KI ト で ヘー て ロ 選 ざ 柱 。 時 憶 公 生 で 國 
直 JGD 商 画 公 NO を SW 中 FE せ 玉 6 紳 りー ふさ A ヘ キ ー し っ な tiQ 。 中 じ っ くし も る" NSW 中 し っ 
直 醒 衝 MSJ” 中 明 G く N ネ ホー ドル GKI Q 8 公 越 jp 弄 屋 つ し つ で し" /3 
b ゅ AK 篤 SGHeH6S で ON) 科 公 2 で 7 中 中 本 Ko ン H 選 つ ぶ マヤ 映 。 興 公 ソ き / SH や ロ p 抽 ンド" 
1 放す 押 生 し jpS 公 で し っ teQhOne-』 っ)" 密 基 つじ” | 環 @ 湯 p 現 YO で 押入 GjJ) 交 本 0 刀 つ し っ つつ 補 ] 
Nu 』」 彰 細 GyGIMm 押 避 悪 公 画 忠 つ き ン レポ Tn JH/ 下 者 や SIN で ミー リポ 
稚 届 で 衝 履 箱 じ CQS で 妃 し p 公 Nr 「 克 〇 コ JON しぶ て キ 思 仙 tGS く NGK 系 て マー 公 親 選 to ト キ ヘ 
< 守 つ お で く 人 NO を で 『 玖 さ 公 UM J40 っ し 人 SS の p 胡 宿 束 じ つ " 表 下 (人 揚 。 K 公 る SO 妃里 性 補色 | 逝 せ NG 
ゃ se ペン 6』 ひ し"『Nn 表 0 PteG 避 で 田 HA 公 II ト ) 0 くせ 色 で さ 季 ぐし っ 意 ベ 福 公 Q 地 ン 片 罰 つ し っ や " 
人 も きっ つの 4Q を JET レ ン Se 導 つ 民生 記さ くき し 選 虹 明 更衣 。 「o の 直人 QOL の らら 才 区 の 
人 Q つ 心 色 心 つ っ し "pn 議 節 で っ し っ ロ CT6n』 ざき さ H6 つ " 〇 コロ し せ 。 ユー も 毅 ひ し WS も 肝 翌 G 敵 0 せ 
て むつ 路 6 公 ぐ 時 じ っ じ ン 民有 計 性 公選 斉 ロ くい ネール へ K 二 つ 選 所 公 ぐ 展 上 じ っ つ "K ペ ーー 選 ? 
で れ も っ 』 っ JC 尽く し や” 藤 志 衣 細 C じ jpoo 昌 吐 明 咽 補 で 玉 し” 心 鐘 ン Q 皿 皿 G ト や さか A 愉 っ)SS” 還 后 
2 人 Sm っ うう っ 三 べし 埋 息 中 ロー っ Cpo 昌 中 公 に 虹 中 補 6O に" 打 避 で し っ っ ロ き で い JJpS 
: き 和 で ャ 選民 で 8 公 で お) 公 ” 中 周 田 で やつ を 中 同 ら 玩 表 共 し ば っ" wX れつ 民 お 2) ( 元 )? 趣 公 角 司 じ し の 
き ip SCBGP『TX へ 避 。 趣 GS 人 る 入り つじ poo 晒 中 可 根 つじ to 人 る 。 (トー//HIN ト そ さ へ 公 ・ 公 キミ 
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へ ) 選 嘱 じ っ や 旧 名 <Q 瑞 引 三 () 
公明 人 で "jp" 肝 三 次 で 
じ 時 民 き っ っ 環 回 へ つつ 玉 " 所 
べ 避 尽き 咽 選 本 公 。 札 で 必 
釘 器 了 ぐ IN て ミー] 

ト S さ ANS 癌 っ あや 公 で 改 te 
乏 和 幅 雪 め 稚 Ok 公有 計 性 せ 涯 刈 ロ 
緒 峠 し 虹 富 共 る やっ) | 表 せ 時 幼 ko" 
「 藤 打 昼 で SIN マ ベーム っ hGGc・ 
いし っ 璧 ン ぐ っ うふ ミル SKIElII で で 
っ くじ し じゃ "時 公 0C 刀 環 誠人 人 で 4Q7 
臣 還 や く し 皿 生 S 委 IN マ YA 避 交 
te へ J 昭 いじっ t” JJG ロ ー ホ バー 公 時 
ン レ SS 心 お 麹 ン 所 で っ くじ ” NG 
や へ 還 入 選 咽 で しり て pQ 
6 も で S で の 層 H6 で jp つ 必 " 
豆 N38 編 陽 補 の の 仔 GQNO じ "コロ 
皿 NGS く INAK つ 公 ) お 4 信じ” 尋 @ ふ 
ミドル ュ ko 刀 S 宮 固 jp 路 い し 咽 や 
や さ う 公 ” 悪 公 血 ロリ せ し wo さっ 1J) 
p 拉 yNG0 を うっ う も さっ G し K 概 じ も お 
SS” 唱 公 マン (回想 ボ は 尽 公 思 
じ っ ぷ 2GSC し 定員 狂 己 提 Ye 
じ っ Hem" やつ し / 梓 下 人 る 8 
ミル 公 ドー ミー3OO 色 に へ 入 一 得 O 
心 名 | 訪 に 時 で 衝 提 舞 ツン” 
公 <QIJND 愉 上 つ シン tQ つ 7 間 細 p 里 
羽村 直 WS で し] 


Q 革 閥 に 導 ボ ーー モ も ユ KG 人 調 時 
必 せ で 遇 叶 選 相 で し っ コ に 本 慌 間 筐 
Qt@ 々 ン つ マ 癌 名 閉じ 尋 色 ドー ミ く 
IN へ 邊 つ o 晶 貴 旧 壁 圭 9 換 さ つじ つ 
16C” 土 室 G 李 や p 選 ン 夢 信 で 刀 居 7 
| 逝 せ 「 人 SNIJ ウ っ SS さむ で 8 恥 つ を 
さっ し つ ゃ 心 | っ JML っ *ONG" 

IG 神 しそ へ KR 公明 民 ぐ っ で も で" 
所 っ SQ で TA や くし っ SS ン レ 
SS や で 上 堅 < く で で 刀 で し ゃ " 

gm 明記 り 情 装 換 和 つつ し つや 下 5 
ー コ ゼ 衣 る ら り ミ 賠 ン 昭 0 じ っ" 
SG 半 SG 細 疹 JJME へ へ て 人 K さ し 
つづ" 引 性 NG 映 絡 東映 け 全 届 Yo で ロ 
展 只 te で 生 」 

「 ろ うさ GRK せ 」 6 臣 多 公 で 刀 M 
様 雌 3 悪 ソン 時 憶 虹 咽 小 絡め じ 0 じ " 
| 正人 ホー 補間 配下 全 @ 出 由 
9 似 覇 品 和 を さ 拒 っ 7 
「 計 購 @jp じ 0GKI ト で ヘー ゼ 導 打 
環 信 "ご 功刀 や JJp77 KK 的 つ S 公 
で 8 くし も? 條 到 QR も や 2J7 
爺 せ りー し 表 覆 人 愉 を で くさ Wo で 
じ っ で で 民 り り 公 全 公 で し” セン シロ 
涯 聖 し 『 要 町 紅 つつ 記さ っ お 307 1JG 
ESSRIAWAE3cS3C4 CA た = 和 | に いで) 
YYG 義 0 公 品 克 p 擬 う 0 お 
/ 旧 虹 』 "し p『 屋 と で セン 
で さっ っ SKK も 雪 H で OO を 心 人 で 
JO つ 公 代 人 で 守 " 選 し SS で で 


1J 
ンー 
つ 


チ 結 い 前 ー 


燃 


た 


な 
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し 公 ^ 他 せ 民 を で Jr く で っ 刀 で し 
ャ お SS” 時 導 せ 胡 析 9 対 つ き 公 べ で Y 
で oo に さ LOFS よ こき いま て 
1 っ 皇 父 し つ 尋 公 を や 愉 いひ レン で 
8 くし も ゃ ” そ へ へ 下 公 で し 所 
EES だ 4 人 B| 

下 六 SNe 隊 ) 手 志 N@ りう 
心 皿 電 公 で 愉 玉 KG うし さっ 人 
| 斑 や べ 6 映 結 玖 で ント トロ ー 
ホー ロリ N さ 人 AH 計画 選 半 計 刺 7 
振 つ っ 選 下 幸 届 つつ 選 " 

「 来 四 暴 会 趣 只 で 刀 の 公 NGS 上 
NSJ ポン 墨 尽 っ !J 届 
抽 環 じ っ ン 症 細 じ つ 刀 ” 四 尽 史 未 
StG 地 HAI 中 ト 公 結 う ホー 人 
で 3 お" 7iN マ ミー 公 細 っ ホー や 玖 ユ 
H 公 / NG 配 せく 色 っ N@ ホ ー さ ドレ 
人 せ る っ くし" 皿 お 色 臨 SRKG 衣 jp 
IN マミ ー 王 届 G べ 公 臣 ロ く で レン で 
ぐっ うっ GS 本 (J 公 羽入 " 
人 で SO Dp 枯 や 生 ” 甘泉 
思 避 二 暫 し oe も n 装 只 選 皿 償 色 で 
っ J)” 豆 367HA 人 AIIRG 撮 咽 公 
写本 eo レ " と IN マミー 名工 吐 じ 0 っ 
で っ や 心 謀 骨 守 "7ー ト で へ へ じ 将 打 
G 収 電 :Q 選 二 Wo 王 YO やじ 下 回 転 光 層 
SS や "pa NG 掴 じ 3 へ 
公 IIRG 首 豆 6 で 公 円 つっ で SQ N 
ャ ー つ へ ふじ で で ン ロ 人 色 穫 ふし 軍民 
上 散 つ や や っ 公 お つつ で きっ お 7 | 
地 jJG や 私 ト で へ へ じ 梓 し 愉し) 公 
"Nmn っ で 選 SINA へ KG 人 色 S 公 
2Q ペー 人 KA 疾 0 っ 層 つ 選 」 
算 NGCiN マ ミー 映 絡 J 京 侯 史生 
芳 ^ 吉 毅 品 Ne) 公 し WONGKJ っ ) 
公 朝 細 民 つじ G | 表 @ 細 尿 じ 間 Ke" 


つじ し @ 史 ヘーK へ AG 毅 っ 
お 班 篤 で" 
「oo 絡 し じ 選 明 性 Ne) っ 心 臣 時 で ペー 
ふ ー 届 隔て 下 公 で し 話 懲 心 
置く 公 べ ぐ 査 要 捉 唱 虹 遇 昌也 
つ ” 皿 償 公 1K 中 や レ の ヒ の の の 骨 
n や っ や 坦 " JJG ペ ーK や 過 明 JG 
ペーK お 選 虹 JJ の 表し っ っ っ ) り 7 
ペー 人 K へ 振 唱 4H 疾 @ ペ ホー トト 来訪 
じ 話 じじ っ 選 くも も "AS NG 
6 で へ くさ し ゃ を や う っ っ) 悪 め 提 e レ 
っ 6 つ 玉 "4④HG 中 そ へ や 民 へ 更 咽 
PJ 時 N 選 避 舞 嘆 つ いっ で 所 選 で 
じ し っ neG や "NM で て 届 中 陸 ロ IN か ヘー 
1JJ6 町 陽 東 相 人 し 疾 * で の 更 来 S レ 
寺 *Q7 喘 浴 呈 U・o 選 や 中 そ へ や 
へ 電導 喧 つ 選 くし か "jp つ 公 つつ 選 や 
o 表 し 柚 で 刀 欠 jp つつ で きっ うつ 7 皿 晴 し 
や p 揚 で SS で 刀 公 お つて で っ うむ 1 
泰和 公表 束 刺 り 間 利 で っ 心 扶 
箕 鶴 公夫 や 6 つ 如 ] 
つじ 名 和 ホー・ で へ 
ー ミ ー の F 則 軍 和 りつ し じ 届 で く 
RODeRNCELNESTC 
IIN で くさ で 紅 性 提 軍民 し か 公 り 
SN 結 民 絡 り し 避 し 引 公 夫 ど しゅ 本 記 
人 STN さ きっ うい J 勾 半 由 補 り 責 妃 S 
じ 昭 っ れつ 選 "し も ゃ ぐし” つ で 尽 さ ) 
ペー 私 也 来 人 で レ ” で 選 写 人 で レ 
I ト KG 直人 到 遇 N う てい ロ 卓 甘 つ 
じ 奏 盟 導 到 っ うっ むさ うっ" ボー ト ヘ へ 
ミーm 四 い KGJStG っ ) を で 


くさ せ K 
ミ G 境 絡 


咽 世 朝 環 ) | 配 握 志 tn や 7 
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「R さ へ へ 3 避 四 和 きっ 心 昭 っ 中 8 径 Op 『 つ を 的 和 ONQ』 で 
人 SC8t い し 『 尿 時 jp 貴 し っ oN6 "He 和 せ 駅 | 配本 雪 区 " 喘 窟 福 り 8 
*』 "IIKPNHKI ト ヾ くさ も 吉 細 。 ロー ホリ ローNGINY 條 大 ME や > 訓 細 け MD 
公 M ひ し つ H6 で 尋 く もし” 据 じ し レ 『 組 で や 周 守 倫 つ つつ 尋 ] 


細 ′S 甘 っ し も 公 で や ロ し っ Wo6 つ や ホー コマ 選 村 記 つじ や | 玉 G 明 っ 7 
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貢献 。 
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ENKEI 


特徴 的 な ブ プレー スリ ング は 剛性 アッ プ 


めん で クラ ブ マ ンク ラス で の 勝利 


GR86/BRZ Cup で の 活躍 は ある 意味 で 自然 な 成 細 和 
や アル テッ ツァ に 装着 され る な ど シ ェ ア を 広げ た 。 


スー パー 耐久 で の 勝利 を 命題 に 開発 され 
初代 モデ ル NT03 は 98 年 


っ た 。 
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っ iQ@ 和 公 きせ 尽 人 し SN ネー/7 HI 
りつ し せ 和 を 錠 幸 朋 公 本 っ ” 糞 じ し 
すり 人 トロ ロー セ stO で や Jp 和枝 Kー く 
ーー ド し 時 半 柚 お りう)” NGG 
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岡本 も この カテ ゴリ ー に 


を 披露 し た 。 一 方 の 岡本 ( 右 ) も ファ 
森山 は SRS の 2022 年 度 ス カラ シッ プ を 


オン を 獲得 。 


森山 (中 央 ) は 予選 で 唯一 、 1 分 50 秒 
争 え る ほど の スピ ー ド を 持っ て いる 。 


近年 の 日 本 一 決定 戦 優勝 者 


参戦 する 角 


F 川 亮 や 今季 も F1( 
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24 時 間 優 勝者 プ WEC 王 者 と な っ た 


トリ ー ミ し W 間 G っ っ で っ )" メード K ゼ 
っ っ 26 し 想 中 殆 | の R 細 ン 幅 
np? 

填 半 に SG で 環 コ へ m 罰 し 
様 コ 羽 ら ・ ら em 評 早 NW レ て STNN 
YilRAHY N ト マト ミユ ーK し せ 欄 
ヨ G 蛋 換 め 玖 や Q 選 眉 紀 4m 考 昨 つ 
し っ te"* 

凡 GI 押 人 9 人 ユ ” 欄 ゴ ロゼ 選ぶ 皆 
8 つ 公 づつ 工 吐 じじ し っ S っ " 
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ンマ” SQIJNR ン マー NNJ ロ ゼ 判 や 
G 調 SSJ 地 電 つ で っ“ 

所 性 1S 右 十 ヨゴ 6 組 唱和 有 
心 嘩 公 医 栓 * り で NIJB 還 性 | 玖 可 層 
ie 軍 民 公 昌 "本 MG 貝 填 ゴ 舞 じ " 
も 々 公立 玖 提 ら Q 配 3 で 7 
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FUJI INTERNATIONAL SPEEDWAY 


ご 臣 G 昭 寮 素 活 的 年 区 ロ lyYC 和 AX へ て 


NN に こ 


ト へ 、 


SNRTNGS、 


還 必 IS 惹 公 主 レ * き 宮 公 で 臣 SGKNh 


で Et) 


ローKG 四 床 じ 薄 つ っ こく て き 公 璧 さ 代 五 の で 丸 色 


隙 部 選 症 心 澤 図 東 喘 裕 INNIN し 胡 呈 


@ 暑 堅 全 能 C し っ 


Text ⑱ auto sport Photo@ 三 頃 民 幅 士 (Takashi 0gasawara) 


ら medH 下 ヨー コロ 7” 李 填 K 
CN ヤー ケ で ロレ ベー ミー レー 
還 導 | 未収 話 公 可 理 で ” 県 時 SG 
必 | 未 恨 占 革 編 陣 ホ ー サ トー 貼り ユ 
ト て で ヘーーp し し 虹 周 醒 理 で し 
0 怠 色 。 古 選 戦 HOSNeG せ 碗 SN 
紀 る ふさ GIJ う "ITJGIN か を ロゼ 上 性 
巡 現 UCS で で し じ っ ぃ Q ヘ ユー 人 KG 暑 強 
ね 避 4 人 SHA スー ホー つや で" 
JJG ユ ー ド KS で 訪 G 貴 映 ′ o 臣 K 
Th ユ ヘー て 6 時 コ や” 避 四 KTN ヘー 
ぐ N ト マト ホ ミ ユーK ( 未 豆 ) Jm 麗 @ 
や か へ 馬入 世 振 で St? 貴 喘 陣 ロ さ 
ふせ < て 表 Jm 頭 は お 公 で し 爺 揚 ” 叶 映 
し ゼ 黙 コ ヽ SG さと 氏 ロ へ 
し 来 惑 @ や か と 選 示 人 SNOJ) り hG 
公 ” 押 へ ふ 加 英 字 Gーー※ さ ふ で マコ 
公明 公 人 O 騙 頼 公 / 塊 宗 人 や つと 抽 


悪 村 No っ 心 民 本 ひじ っ to" 
コロ Go 坦 @” 凡 還 SS 計 G に し 
中 喘 < 盟 会 KK ペー て " )JG や 私 六 丁 A 
し て AN で 中 詞 鷺 つ 民 @ ゼ 臣 藤 
宰 じ コ 記 例 om 選 セー ふ ” 所 は 
環 症 の 時 り 田 二 鬼 租 公 妃 0′ 
羽 の 4mG 提 人 委 TA ヘ ル Q 設 切り っ 心 表 
ENDRYAT 

m 表 し せ 栓 ヨコ % 咽 公 コ 人 避 全 の o に 
G | 四 衣 計 選 氷 記 ” Q 選 8 陳 骨 陣 -<" 
の 装 ロ 環 破 臣 記 きろ 心中 ミー で 
” つ 公 づつ 7 槍 ヨ セ 悪 反 回 選 棄 寺下 
中 つ 刀 うつし” の を AGY 
トミ ルト ヾ 上 。 交 呈 へ 必 せ すき 幅 中 KK 
ペーー ュ JO で て? 

聴い て 盟 臣 m 選 藤 KK 
ーー つ " モー さ ハ ロー 電 圭 い CS 
モー ミ 絢 天 G 臣 性 ” 届 悦 G 医 性 公 Q 


e AN 。 
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どの ファ つど 戸 ど どの 
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2022 年 スー パーFJ 日 本 一 決定 戦 FINAL RACE 結果 
富士 スピ ー ド ウェ イ | 12 周 | 晴れ ノド ライ 


Pos. No. Driver 
1 34 清水 啓 伸 
の 39 居 附 明 利 
3 岡本 大 地 
4 ド 】 田上 蒼 意 
5 藤原 大 嘩 
6 7 渡会 太一 
7 88 八巻 渉 
8 14 稲葉 摩 人 
9 26 白崎 生 
10 56 森山 科 星 
11 53 安田 航 
12 4 内 藤 大 輝 
13 19 松田 大輝 
14 61 高木 悠 刷 
15 55 4 
16 23 宇高 希 
17 81 内 田 涼風 
18 57(G) 吉田 定 弘 
19 5 ME32 
リ 36 大 川 烈 弥 
21 ん / 三瓶 旭 
4 78 村田 将 輝 
23 4 椎 橋 祐 介 
24 66 戸谷 友規 
25 87 永原 蒼 閉 
26 72 下村 剛司 
の 7/ 11 坂野 貴 毅 
28 97 池田 拓馬 
29  O(G) タ 田 大 助 
30 25(G) 宮本 健一 
31 17 齋藤 慈 岳 
32 86 鈴木 翔 也 
33 21(G) 太田 洗 
34 9(G) 上 吹越 哲也 
35 89(G) 高橋 裕和 
36 15 小松 敗 
37 16(G) 大 叶 直 実 
12 小川 涼介 
20 島 影 森 
37 盤 上 隼 半 
33 入江 裕樹 
※(G) は ジェ ント ルマン クラ ス 
カ 限 3 ま 清 
| 居 佑 応 
を 抑 は 清 と 
受 2 ) 旬 
けた 触 が 陰 
た 岡 し 人 が 
本 な 騰 ポ 
Oo が 3 ジ 
森 ら 居 シ 
山 も 附 ョ 
は タダ は ン 
0 あみ 用 区 
位 | 1 飼 光 
で め 2 と デア 
28 和 な | 
ェ 最 つ そ 
ッ 小 た の 
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Car 
DragoCORSE 
SAccessRacing ES 
FTK・ レ ヴ レ ー シ ン グ ガ レー ジ 
A's カン パニ ー ZAP ED 
ACELINES レプ レー シン グ 
FTK レ ヴ レ ー シ ン グ ガ レー ジ シグ マ 
中 日 本 自動 車 短期 大 学 KK-SIl 
ZAP SPEED 10VED 
ZAP ス タッ フリ ソー ス ED 
DIXCEL/ROYAL/MYST 
ファ ー ス ト ガ レー ジ &S ウ ィ ン ズ 
RCIT RaiseUP MT 
K-TACK MYST KK-SIl 
MYST KK-Sll 
AMORE TOKYO 広 表参道 近 KKSII 
TAKE FIRST 
群馬 トヨ ペッ ト RiNoA ED 
EXTREME※ ミ スト 式 GY 
Ecotech Racing 
アル ビ B-Auto ダ イ テ ル ED 
中 日 本 自動 車 短期 大 学 KK-SIl 
湘 工 冷熱 ZAPSPEED10V 
FG ウ イン ズ NMSP KKSII 
Deep-R・10V・ED 
ピッ トワ ー ク な が は ら MYST 
S ウ ィ ン ズ ELEV'rKKS2 
Rn-sports 森 井 板金 工業 KKS2 
テイ ク フ ァ ー ス ト & ア メロ イド 
LAPS 
KMTS-RT ミス ト KK-Sll 
FER WILDLIFE KK-S2 
CF 亜 衣 式 KK-Sll 
ミス ト ・ セ キ グ チ 制動 屋 
FTK・ レ ヴ レ ー シ ン グ ガ レー ジ 
タイ カメ ン テ ナ ンス / 制 動 屋 / イ ワ モト R 
OKABE Rn-sports KKS2 
グレ ー ド 1 スズ バン F109 
M2 KK-Sll 
M2 KK-Sll 
アル ピ 富 士 吟 景 GIA ED 
スラ ッシュ 近 タ ツ ミ レー シン グ 


29 瓶 必 
の リン 
信司 シン 
眺 な 接 ・ 口 
め っ 触 バ ツ 
473 が 1059 ン 。 
冷 " 両 ・ コ 
静 す 者 サ | 
3 ま の 52 に (の 
で ど 5 人 

り 各 め ) 
抜 こ 順 バ 森 
け の 位 ト 山 
2 ぐ 寺 5 光 と 
い 乱 下 を 同 
っ を げ 演 本 
引 給 る @ 選 恋 


は 誕生 直 
中 の 圧 石 避 天 12 
ーー ロコ コー ロ ・ す 日 は 戻 生 計っ ス 


下 相 い 生 可 Sr 。 毅 吹き ミナ 折 夫 


で ご ボ で ざ 守 交 放 慌 虹 の きき は 
グ 滑 さい 菩 闘 。 議 さと べき 峰 G 回 遂 


Laps Time/Delay 


12 
IL4 
12 
IL4 
12 
12 
12 
12 
12 
IL4 
12 
4 
12 
12 
12 
12 
4 
12 
4 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
IL4 
12 
12 
12 
12 
8 

4 

3 


事 


民 人 つら R ヘ 


22'27"331 
+0"729 
+2"401 
+2"417 
+2"440 
+5"650 
+6"345 
+6"886 

+11"500 
+12"669 
+16"497 
+17"132 
+19"646 
+20"640 
+20"834 
+24"359 
+24"774 
+25"832 
+26"399 
+26"476 
+31"749 
+34"909 
+38"213 
+38"981 
+40"677 
+40"932 
+41"653 
+44"077 
+44"529 
+44"752 
+44"876 
+45"261 
+46"059 
+46"637 
+1'12"171 
+1'18"585 
+1'20"619 


ざ 当 ど 事 RRNS プ 利 上 WS 89 


ずり うと (r 二 四 中 の 受 一 慌 中 や 


ファ イナ ルレ ー ス で は 終始 トッ プ 争 い を 繰り 広げ た 森山 と 岡本 。 今 大 会 は この ふた り 


が 特に 目立ち 、 決 勝 で も 激しい 優勝 争い を 


展開 し て いた が 、 最 終 ラ ッ プ の ダン ロッ プ 


コー ナー で 接触 し て ポジ ショ ンダ ウン 。 岡本 は 糞 端 板 を 失い な が ら も 3 位 と な っ た 一 
方 、 森 本 は 10 位 に 転落 。 日 本 一 の 栄冠 を 清水 に さら われ る か た ちと な っ た 。 


今 大 会 は 優勝 者 に は 合計 100 万 
配ら 析 だ た 。、 ま た | ジェ ント ルマン クラ ス に 
弘 は 総合 で も 18 位 に 食い 込む 力 走 を 見 せ た 。 


ヨ 超 が 授与 


され た が 、 上 位 入賞 者 以外 に も 広く 賞金 が 
7 名 が 参戦 。 ク ラス 優勝 を 果たし た 吉田 宣 


ファ イナ ルレ ー ス は 最終 ラッ プ ま で 
各所 で 激しい バト ル が 展開 され た 


田 民 の 王 就 選 陸 いい , 着 型 は < イー 喜 
ーー せ 844 打 需 誠 W 


ラジ タウ め 細 る 人 悦 グ 
呈 ジジ ダ 人 周 細 駅 油 己 学 
で を コ 回 団 う 葉 シン や 
押 暴 吊 呈 還 生 に 目 12 四 
位 し ナ す 激 1 2 ラ 達 
0 光 出国 DE し SO 
| 5R KS 放 UN | の 
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よ 上 % 
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目 11 
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| ほ ト ト プ 語 計 9 旨 
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VITA TROPHY RACE SERIES チ ャ ン ピ オ ン 
塚田 海 斗 の BBS フ ァ ー ス トイ ンプ レッ ショ ン 


初乗り で も 感じ られ る 軽 さ と 粘り 


際 に 、BBS に 履き 替え 
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NAPAC : Nippon Auto Parts Aftermarket Committee 
一 般 社 団 法人 日 本 自動 車 部 品 ・ 用 品 ア フタ ー マ ー ケ ッ ト 振 興 会 


MP 


SPECIFICATIONS 


RC1/RC2/RC3 


RC1 平均 摩擦 係数 : 0.27 一 0.30/ 対 応 温度 : 50 一 700*C 


フロ ント 用 、 リヤ 用 : 各 \33.000( 税 込 ) 


RC2 平均 摩擦 係数 : 0.33 一 0.38 対 応 温度 : 50 一 700"C 
ジグ 


、 リ ヤ 用 : 各 \33,000( 税 込 ) 


RC3 平均 摩擦 係数 : 0.37 一 0.43 対 応 温度 : 100-750'C ※ 実 際 の 商品 に は NAPAC マ ー ク が 擦 印 され ます 。 
ロン ト 用 、 リヤ 用 : 各 \33.000( 税 込 ) NAPAC マ ー ク が 無い 商品 は レー ス で 使 ) 


生 GR86/BRZ Cup の 開幕 戦 に お いて 、 
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の だ 。 排気 量 ア ッ プ で パワ ー も 増し た 新型 車 
は 、 あ わせ て ブレ ー キ 関連 も 強化 。 ロ ー タ ー 径 
が 大 きく な り 、 レ ー ス で は 対向 ピス トン の キャ 
リ パ ー の 装着 が 許さ れ た 。 耐 久 性 は 増し 、 最 終 
的 に コス ト 削 減 に も 貢献 し た が 、 思 わ め ぬ 副 作 
が 発生 する 。 そ れ が “効き すぎ " 問題 。 ロ ー タ 
ー 温 度 が 500"*C を 超え る こと が 稀 と な り 、 ド ラ 
イ バ ー の 繊細 な 踏 力 コン トロ ー ル 以前 に 、ABS 
の 介入 が 顕著 化し て し まう こと と な っ た の だ 。 

や ツ の デリ バリ ー が 遅れ た の も 
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要 パ 


重ね た も の の 、 実 車 で 得 ら れる デー タ と は 相違 
する 。 そ こ で ウイ ンマ ックス で は 「RC1]」「RC2」 
「RC3」 と いう 効き や 特性 の 異な る パッ ド の 開 
発 を 決断 。 こ れ が 結果 的 に 功 を 奏する 。 プ ロ シ 
リー ズ を 戦う 冨 林 勇 何 は シー ズン 中 に 3 種類 を 
試し 、 最 終戦 で は フロ ント RC2、 リ ヤ RC1 の 組 
み 合 わせ を 選択 。 タ イト ル を 手中 に 収め た 。 
ウイ ンマ ックス の 柔軟 な 対応 が チャ ン ピ オ ン 
獲得 の 一 助 と な っ た が 、 2 年 目 に 向け て の 動き 
出し も 早く 、 開 発 の 方 向 性 も 見 えて いる よう だ 。 
「 使 用 タイ ヤ が まだ 不透明 で す が 、2023 年 バー 
ジョ ン と し て 、 新 し い 材 質 を 設定 予定 で す 」。 


エム ケー カシ ヤマ 株 式 会 社 ウイ ンマ ックス ディ ビジ ョ ン https://www.winmax.jp 
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秋 昔 A 吾 細 和 へ の 
Nt の の の 人 SOtEF 


で きま せん 。 


GR86/BRZ Cup 対 応 の 、 ス テン メッ シュ 被覆 の テ フ ロ 


ン ホ ー ス も ライ ン ア ッ プ 。 低 膨張 率 の 実現 で 、 ペ ダル 
か ら の 入力 を ダイ レク ト に キャ リ パ ー に 伝達 し ロス を 
削減 。 表 皮 に は ビニ ー ル コー ト も 施さ れ 、 外 傷 損害 か 
ら も 保護 され る 。\47,300 (税込 )。 
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決勝 で は 1 周 目 か ら 追い 抜き を 連発 し 12 周 目 に 先 
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規則 改正 で ほぼ や り 直 し と な る も 
1 年 先 ま で 同 ん で 作業 を スタ ー ト か 


2023 年 は 最 重 要領 域 
フロ ア エ ッ ジ の 開発 競争 に 注目 


現代 F1 マ シン の ウイ ング や ボディ ワー ク に つい て は 
さま ざま な 論考 が あり 、 多く の 記事 が 書か れ て きた 


だ が 、 そう し た 意味 で 本 
部 分 こそ 、 実は 空力 的 に も 重 


1 チー ム は 長年 に わた り フ ロア 外 

F 縁 の デザ イン に 多大 な 努力 を 注い 
で きた 。 多種 多様 な デバ イス を 用 いて 、 
その 部 分 周辺 の 気流 を 制御 し 、 よ り 大 き 
な ダウ ン フ ォ ー ス を 得る た め だ 。 し か し 、 
現行 規則 が 最初 に 示さ れ た 時 、 そ れ ら は 
すべ て 廃止 され 、 フ ロア は シン プル で 平 
ら な プレ ー ト に な る だ ろう と 考え られ た 。 
フロ ア 下 の トン ネル の 基本 的 な 寸法 と 形 
状 が 標準 化 さ れ 、 ダ ウン フォ ー ス を 発生 
する 仕事 の 大 半 を 受け 持つ こと に な る か 
ら だ 。 だ が 、 そ うし た 当初 の 見 通し は 間 
違っ て いた 。 実 際 、 フ ロア と 特に その 外 
緑 部 分 は 、 ど の チー ム に と っ て も 広大 な 
開発 領域 に な っ て いる の だ 。 

2022 年 に 各 チ ー ム は フロ ア 自 体 の 強 
度 不足 と いう 問題 に 直面 し た 。 フ ロア が 
生み 出す ダウ ン フ ォ ー ス が 強大 で あっ た 
た め 、 各 部 が た わん だ の だ 。 特 に 外縁 部 
の た わ み が 嫌 わ れ た の に は 、 複 数 の 理由 
が あっ た 。 ま ず 、 フ ロア 端 部 の 大 き な た 
わ み を 許す と 、 チ ー ム が フロ ア 外 緑 を 実 
質 的 な 「 ス カー ト 」 と し て 利用 する だ ろ 
うと 考え た FIA が 、 積 極 的 に 変形 の 抑制 
に 乗り 出し て いた か ら だ 。 

さら に 、 フ ロア 外縁 の た わ み は ポー ポ 
シン グ を 発生 させ た 。 レ ッ ド ブル な どい 
くつ か の チー ム で は 人 所 ト の 
プレ ー ド の よう に も 見 え 、 小 さ な 金 属 
NH 
地 す る こと で 、 フ ロア が 路面 に 近づき す 
ぎる の を 防ぎ 、 不 安定 で 望ま し く な い ス 


の 当たら な い 
で あっ た りす る 


カー ト 効 果 を 抑え る の で ある 。 

と は いえ 、 チ ー ム は 一 切 の スカ ー ト 効 
果 を 望ま な か っ た わけ で は な く 、 コ ント 
ロー ル が 可能 で 一 貫 性 の ある 効果 を 生み 
出せ る の で あれ ば 、 利 用 し た いと 考え て 
いた 。 実際 、21 年 まで は どの チー ム も 「 見 
えな い ス カー ト 」 を 発生 させ 、 よ り 強 い 
ダウ ン フ ォ ー ス を 得 よ うと 、 フ ロア 端 部 
の 開発 に 力 を 入れ て いた 。 そ の 部 分 の 形 
状 を 工夫 する こと で 、 車 体側 面 に 沿っ て 
渦流 を 生じ させ 、 あ る い は それ ら を 操作 
し て フロ ア の 外縁 か ら 下 面 に 空気 が 流れ 
込む の を 防ぎ 、 ダ ウン フォ ー ス を 強化 し 
て いた の だ 。 こ うし た アイ デア は 、22 
年 の クル マ に 直接 的 に 応用 は で き な か っ 
た も の の 、 そ の 開発 を 通じ て 得 ら れ た 知 
識 は 間違い な く 役 に 立っ た 。 

そし て 、 そ の 知識 が あっ た が ゆえ に 
チー ム は フロ ア 外 縁 の 気流 を 制御 し よう 


と し た の だ 。 目的 は 以前 と 変わ ら ず 、 フ 
ロア 側 端 部 を 空気 の 力 で 密閉 し 、 リ ヤ タ 


イヤ の 接地 部 分 で 生じ る 乱れ た 渦流 が フ 
ロア トン ネル 出口 (ディ フュ ー ザ ー) ! 
流入 し な いよ うに する こと に あっ た 。 
22 年 の 規則 は 、 フ ロア 外縁 の 端 部 に 沿 
っ て 縦 方 向 に ひと つの 空力 エレ メン ト を 
取り つけ る こと を 許可 し て お り 、 開 幕 時 
点 で は これ を 利用 し て いた チー ム も あれ 
ば 、 あ えて 取り 入れ な い チ ー ム も あっ た 。 
後者 に 属す る チー ム は 、 そ うし た エレ 
メン ト に 代わ る も の と し て 、 一 列 に 並ん 
だ スロ ッ ト や カッ ト ア ウト (切り 欠き ) を 


設け た 。 そ れ ら も 、 同 じ 効 果 を 違う や り 
方 で 得 よ うと し た も の で 、 そ の 後 は 多く 
の チー ム が 、 縦 方 向 の エレ メン ト と スロ 

ッ ト ま た は カッ ト ア ウト の 布 方 を 並行 し 
て 開発 し て いっ た 。 

この カッ ト ア ウト 前 方 の フロ ア エ ッ ジ 
部 に 、「 バ イア ダク ト (高架 橋 の 意 ) セ 
クシ ョ ン 」 と 呼ば れ た デバ イス を 設け た 
チー ム も あっ た 。 こ れ は 一 連 の 小さ な ア 
ー チ が 、 昔 の 鉄道 橋 の よう に も 見 える こ 
と か ら 生 まれ た 名 だ 。 メ ル セ デ ス と マク 
ラー レン が シー ズン 終盤 に 投入 し た フロ 
ア に 見 られ た も の が 、 お そら くそ の 最良 
の 例 だ っ た 。 

フロ ア 外 緑 の 中 間 部 分 に は 、 多 く の チ 
者 その 中 央 付 

に 小さ な 空力 エレ メン ト を 追加 し た 。 
フロ 
ドブ ル で 、 そ の 後 グ リッ ド の 上 位 と 下位 
を 問わ ず 広 く コ ピー され た 。 

さら に その 後方 で は 、 フ ロア 側 端 に 一 

高い 縦長 の セク ショ ン を 用 いた チー ム 
も 少な く な か っ た 。 こ れ ら は スワ ン ネ ッ 
ク 形 状 の 複数 の 金属 製 プ ラケット で 、 フ 
ロア 本 体 に 取り つけ られ て いた 。 も っ と 
も 、 ど の チー ム も すべ て の レー ス で これ 
を 用 いた わけ で は な く 、 概 し て 実験 的 な 
色合い が 濃かっ た よう だ 。 

結局 、22 年 シー ズン が 終わ る まで に 
この 部 分 の デザ イン が ひと つの 方 向 に 収 
束 す る こと は な く 、 互 い に 異な る 膨大 な 
数 の 解 が 見 られ た 。 し か し 、 そ こ に 費 や 
され た 開発 作業 の 大 半 は 、23 年 に 向け 
て や り 直 し を 強い られ る 。 ポ ー ポ シン グ 
抑制 の た め の ル ー ル の 更改 に に より 、 フ ロ 
ア の 外縁 部 は 22 年 より 15mm 高 くさ れる 
の だ 。 こ れ は 小さ な 変更 と 思わ れる か も 
し れ な い が 、 気 流 に は 大 き な 影 響 を お よ 
ぼ す も の と 考え られ 、 開 幕 時 点 で の ラッ 
プ タ イ ム は これ だ け で 0.5 秒 遅く な る と 
予想 し て いる チー ム も ある ほど だ 。 

今 シ ー ズ ン は 、 各 チー ム の フロ ア 外 緑 
の デザ イン に 注目 し た い 。 こ こ が 再 び 重 
要 な 開発 領域 に な る 可能 性 が 高い か ら だ 。 
実際 、24 年 に は 大 き な 規 則 変 更 の 予定 
が な く 、 開 発 を 繰り 越し で きる こと を 考 
える と 、 そ の 重要 性 は これ まで 以上 と も 
言え る だ ろう 。 
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Text ⑯ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo ⑱ XPB 


この ペー ジ の 写真 は いずれ も 2022 年 最終 戦 ア ブダ ビ GP 
で 撮影 され た も の 。 メ ル セ デ ス は フロ ア の カッ ト ア ウ 
ト 前 方 を 極め て 複雑 な 形状 に し て いる 。 レ ッ ド ブル は 
メル セ デ ス と 比較 する と シン プル な 人 造形 を し て いる 。 フ 
ェ ラ ー リ は リヤ ホイ ー ル の 直前 部 分 に 小さ な ウイ ング 
レッ ト を 持つ カッ ト ア ウト を 導入 。 こ の ウイ ング レッ 


フロ ア 外 端 部 の 形状 は 昨季 の うち に 22 
ひと つの 方 向 性 に 収束 し な か っ た 1 
今 李 も ここ が 最 重 要 部 分 と な り そ う だ 


= ニュ ーー ど 相 
pale modgl stud ツ | 19 り 作っ て 愉し お ル ・ マ ン GT カ ー 


Motorsport Images 


o 
複雑 な 車体 形状 に シャ ー プ な 0 
| 2 る ゃ く pa ン ヤ 4 に 続 で ん ・ マ ン を 制 し 
L__I た GT40 の 面影 を 

カ フ リン ク ロン ト に 残す フォ ー 
ド GT。 リヤ エン ド や 
特徴 的 な バッ トレ ス 
ドイ ツレ ベル 1/24 フォ ー ド GT ル ・ マ ン 2017 久 5060 円 (税込 ) な ど は 製作 意欲 が 刺 
内 激 さ れる デザ イン 。 

人 輸入 代理 店 : 株 式 会 社 ハ セガ ワ 


Text @ 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) プ Motorsport Images 


ハセ ガワ か ら ド イツ レベ ル の 2017 年 ル ・ マ ン 
セー 】 仕様 車 が リリ ー ス され た の は 2019 年 1 月 。 キ 
| 人 シト は 、 フ ロン ト か ら 人 徐々 に 幅 が 狭く な る エ 
っ ンジ ン ル ー ム まで 一 体 の 車体 パー ツ に ルー フ 
と バッ トレ ス 、 リ ヤ フ ェ ンダ ー、 ド ア 下 部 ま 
で を ひと つ に し た 後部 パー ツ を 組み 付け る 、 ユ 
ニー ク な 2 ピー ス 構 成 。 こ れ に よっ て バッ ト 
レス を 気 に す る こと な く 車 体側 面 の シャ ー プ 
な 青 と 白 の 塗 分 けが 簡単 に で きる 。 し か し 、 パ 
|。4W> 一 ツ の 精度 は あま り 高 く な い の で チリ 
M 合わ せ は 念入り に 。 


KTakahashi 


KTakahashi 


KTakahashi 


玉 車 体 パ ー ツ と 一 体 化 さ れ て いる ワイ パー は 実車 (67 号 車 ) と 設 
置 位置 が 異な る た め 切 り 離 し 、 塗 装 後に ブレ ー ド が 垂直 に な る 位 
置 に 付け 直し 。 田 人 ピラー を は じ め 、 ド アシ ル な どの 無 塗装 カー 
ボン 部 は 市 販 の カー ボン デカ ー ル で 再現 。 画 リヤ ディ フュ ー ザ ー 
に モー ルド され て いる 8 枚 の スプ リッ ター は 、 一 旦 削り 落と し 、 
0.5m 厚 の プラ バン 製 に 換装 し て スケ ー ル 感 を 高め て いる 。 


KTakahashi 


KTakahashi KTakahashi KTakahashi 


回 パネ ル ラ イン な どの 凹 モ ー ル ド は 一 度 パ 


ニン ョ 7 っ ー ン 
理 め し 、 精 密 タ ガ ネ で シャ ー プ に 掘り 直 4 ーー ーー 


* デ 
電 z 
す 。 ル ー フ の ビー コン の よう な 突起 は 不要 。 っ \ 


この 突起 を 削り 落と す と 中 央 に 丸い 穴 が (マー ンー ろ 間 


開く の で 伸ばし ラン ナー で 埋め て ペー パー 7 

で 面 を 整え る 。 加 全体 を 白色 で 塗装 し 、 ス と 

トラ イブ や ラジ エタ ー ア ウト レッ ト な ど を ン _。 生 に _ ア スス 
マ 7 ーー ンー そ へ 


スキ ング 。 回 ルー フー 体 の リヤ パー ツ は 
| スト ライ ブ プ 部 を マス キン グ し て 赤 塗 装 。 
| 回 3 色 の 塗装 を 終え た 状態 。 加 デカール 貼 
| り 完 了 。 ル ー フ の 文字 デカ ー ル は 元 の 突起 
部 の 形状 に 合わ せ て 一 部 が 欠け て いる の で 
色 塗料 で タッ チア ッ プ する 。 


1 いる 
KTakahashi 


KTakahashi Kakaheshi 
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表 .Q に ふさ や へ 人 か SS 芝 IN で へ 愉 K ぶ で て ミ 
KK 私 ふ ボ ー ビ 司 RIKNT ユ ー 人 や キキ ユ ト 居 
引 っ じじ っ tQ@ 志 し JpK ネ ペー6 芯 癌 赴 め 悩 つも や to 


Text @ 四 過 漠 身 (Masahiko Amano / Amano e Associati) 


X ユ ドド し お JJ 部 時 に エコ 6 衝 
ト 


辿 公 症 二 味 つ レ じじ っ te” 劉 


く で 届 ロー ペーK 素 一 欠員 K セ ーー 


トド へ 志 ” CH 抑 軒 陣 @ 郊 皮 
レル 中 つ 6 得 せっ 
RG トト ヘ ミー い ヘ ロー ペーK モ ー ム ふ 
和 や ユエ の の 〇 そ と GK て て 公 必 ボ ー ユ 
ーK” NG 憧 時 
6 和信 球 司 K ペ 揚 公 ぐ NG で 収 時 名 


ビ 
テ 
本 
選 
生 
衝 
コ 

E 

図 
記 

回 
記 
デ 
上 
選 


っ 尋 色 ロー ペーK モ ー ヘ 


4H 竹 G て MK 公 に 必 臣 ROD で し っ や う 
心 G 篤 性 釘 GJIJN" ト X ス RG ズ 
SG 地 購 6 ペー ドル ミロ 陣 で 刺 公 7 

て の 〇 < マビ ゼ 計 ママ) 幅 間 選 で し 0 レ 
べ JK お 十 味 又吉 唱 骨 さ で で ShG" 
NGS マ 7 へ へ じ 臣 で 6 色 ” 玉 
トド ミト 詩 萌 @ 震 IN で ミー" 
・ ト マー へ 避 眉 " マエ 


の 〇 マビ 6G 秋 の OSG ハ ユ ー 代 
「NINN 和 ルー て IN へ へ 
ユー 人 KK」 QNOQr 時 名 
時 SGN ヘ ハーK へ AN る ふ 稚 終 
つや りら p*o 代 っ 公 ” 4H 来 し 
6 隆明 侍 二 公 te 1 選 " 上 
NNGNESOeE こ と 叶い ご 
鑑 パ 換 ツ 中 (NON) 32) 
p 咽 つじ っ thJ っ ) 公 7 
*NGIlR・ く て 
ふ ヽ 、 う )p 中 8 で し っ te” 持 
EESWSOENEYIILGNpI200 ま る 
て へ 別表 つじ" R ユ ト 
さ 中 ト G 合 舞曲 ト 王 
G1 ト ヾ ー 玉 へ 欄 詳 し 引 べ 
っ せ て 改 ふ ー” 涼 ー で 
XAHSaJIJ 和 色 更 5 
マン 時 っ ” 難 つ 丈 和 を も っ 除 
居 伝 給 Ke" NMIJDB ト さき 私 
へ れき ペー へ 愉 人 KK で ミ 
尺 計 で” ズ で 居 昌 戦 銘じ っ 
Norn97 INA ふ Go の 
ペー 叙 へ 皿 SN6 避 財 で 尺 
て る ミ 電 豆 明 旨 陽 で 刀 
色 ホ ー コ スペ マ て の っ 心 能 
畠中 中 く で 刀 り うじ 補 
赤色 | 陣 陣 6 いじ っ ぃ Go* 


ドド トロ ーー SQ へ き 家 し 也 斑 史 坊 
Qi トー へ NrIN マ ミー 則 ぶ 老 
い 加 MK” に 帳 シ リー て ふ ロ ホネ ホー oo 
農 レ ー ロ トマ ー ボ ーー (ヨー 帳 RG 
HH AA へ 玖 拍 編 t@ 三 諾 天 ト ロー トド 
入 へ ) 骨 ユ 環 S 選 ” ペ 導 0H630H6 
で じ ル A へ し ぬ ン G ユ ー ド K ロ 鈴 角 ” ヨ 
ペ ゴ GSG せ キ ユ ト 公 的 KG” トロ ーー 
ル ふ AH ヘ ー ロ ー ミ 邊 や ドー く ミ 
く ……J っ n6 せ Rh ドミ ロト 6 時 
環 ′ で Ai ト ヾ で 6 の の らき 李 赴 胃 つ や ユ 
ふ ふ ・ ヘ トー 人 KK の 〇 エビ へ て へ 條 ト で 
ドー 和 有 エー の 〇 マレ ヒ し 6G 下 本 朱 KK 尽 
信和 Kー ミ ーーIhS ふ ヘー 代 し て 
了 緩 孔 つ じ っ he ロ リー・ 和 ロー と ヘ ^ 選 
その 〇 さと ヒド か ハ ヘ ユーfKG% マ て ミ 
交 に 本 呈 つつ 公 7 一 ・ 公 本 へ へ へ 
っ で QA 人 AH ANJ 相 の ミ ーー や 7 

必 や ン て の の < マレ 6G 光 陽 し StG 
と 2 万 トロ ヘー 人 KG 固 型 凶 ” 骨 東 
G 昼 ハ ユ ーK く < 避 時 KKATNK ト AT" 
瑠 ン さっ 7 Q 刀 うり うっ 心 JH ト 
で 居 老 Q 選 握 固 罰 つつ 押入 じ 咽 
野 の 皆 選 百 玉 7” w つ に SS 時 は 埋 米 
交 罰 家 や Ne て INA ふ ヘー 作 く GN ミ 
HH ヘー コー 臣 相 "RTN ペ ユー 人 年 
NG に G ペ メーー こ ニー ャ ふ ハ ヘー 人 KK 5S 
マー て INS ふ ヘー 人 KK せ HEG 明 っ T 
ーK し G ユ ー ド 公 避 っ "ヨハ ユー 人 KK 
や ふふふ て 6 届 つ っ いて ミー ささ 
ー ド っ JAG 恒 且 公 SO 所 還 jp つ ソン" 
所 KGQN ヘ 一 KA し @ 窟 遇 や ^ 々 Kー 
NYAH 篤 の 回 INA せ へ へ 愉 ゼ 
店 習 " 記 選 っ np G" て I ト ふつ 
ーKG 宙 せ S 公 SS 公 唱 下 っ" 


補 遇 過 O 公 可 中 し ゃ 申 KKG ト 
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で さや ATNSK で る さ 公 人 で NO 
僅 っ ? 記 叶 ロイ ロー・K 中 中 トーー 寂 
せつ りさ で し 蛋 人 S” OH630H6S 下 
ユーG 下 そ へ や へ 瓦 現し い へ 
ヾ ふぐ ル へ へ し 車 で で te 「Kー ミ ーK 
ペー・ ユ ペー ハ へ へ へ ・H ふ K マ HKK] 
(の と ) JRE 是 喘 由 りつ し 鈴 宮 つ て 
へ 人 ト ドー@ 路 で ぐ 拒 、 ツ つじ 呈 べ S 
刀 ポ ー ミ ・ て さて マハー 迫っ 6 民 
は KU へ や し 細 剛 で 7 

1 トマ ーー へ 只 K て 私 ふ ドーGKー ミ 
ーK ペ ー リ GtG 刀 る S 唱 8” れ 午 RIN 
全う っ 心 く マー ミ に NtG 渦 
肛 尺 KO RTNA ハ ユーfKG ユー ド 豆 
ポー て 4INA ふ N ヘ ユー 人 K パ さ 選 っ (時 G 
RTN ヘ ユーK で ハコ ユー 人 KK あ 熟 て 中 
^ ふ ハーK 斬 避 客 )” 中 ペーKG 
田 寺 " 衣 証 や 忠 っ " 路 忠 ペー ド 田 問 せ 
〇 らら ル で ミミ” < ベー トル で ミル コル て 
ミ さ G ハ Am ローーーIN 和 No の の 臣 ね NG 
JpGjpSNG” レル AA へ 選 ヘ ー ロ ー さ か 
Ne 展 軒 之 ペ ーK ふ IN トー し 帳 じ し っ to 
や や し で マ ン " 軍 欠 で 交 R 赤玉 KR 
公 悦 SN 舞 男 G ぷ K に し ST 
りー ビ @G 環 務 公 菩 只 他 品 る 凌 つづ? 
NGTAI ト で AA にし の 7 き 表 証 め 
客 で べき ン レ ゼ SQ き っ "で へ トー 
ぐ ロ ー テ ペー に ド や 壮 で べ 謀 攻 R 泡 
販 ざ hG 人 SKK て へー 軸 責 避け KK 
相思 間 堪 突 つ 民 く て か 性 
ー ふ トト て ロ 詞 琶 KS で 起 鬼 
SRIN く っ) 押 レ っ で 7 

門 寺 IN で ミー し SNehJ ュ JJ パト ンズ 
ヘ へ トー 公 区 や "人 ト TK ト 和 を ヘ ト ー 
人 し pe” 来 つ じ 財 っ 棚 湯 で S 
っ し っ 補 0 刀 っ 色 K も ヘ ホ ー 村 時 


アグ レッ シブ な ドラ イ ビ ン グ 
スタ イル は トラ ッ ク シ リー ズ 向 き 
Xfinity へ の ステ ッ プ アッ プ は 


優勝 か プレ ー オ フ 進 出 が マス ト 


喧 つ を か うっ)J 邊 te で She トキ ARK 
伝っ 困 忌 けり 玖 NO や 人 S ト と 
ヘ 上 トー2-JMtetG" 孔 守 や く 居 ボ 選 し 
SNetJ) や RG べ 色 本 7 必 JIJAG 和 AO 
2” の 総記 JpNG 揚 品 S 思 人” y 
心 つ 下 と へ KK 電 下 公 や KO 到 2J い 人 る せく 
場 叫 攻 べく 計 " KIRATNK ト ST 電場 
む ^ 厄 GTA て 上 トマ ネー 8 選 和 8/ 
訳 座っ で 2 っ CO っ 0 で で ン StG" 
83 販 時 トマ ー ト mp の らし G 
ミー” TNINNI ト YK や) 中 吸 ペー 


John K Harrelson / NKPLAT 


オ 


位 は 第 21 戦 


高 
直前 の 混乱 を サ 細 語 


バイ プレ し た 。( 右 ) 23 年 も ダー ト オ ー バ ル 戦 が ブ 


(as) 


エッ カ 


ディ ー ガ ン の 自己 最 
ト し 、 


同 ラ ウン ド は 18 位 。 


リス トル (ショ ー ト オー バル ) で 予定 され て いる 。 


タラ デ ガ (スー パー スピ ー ド ウェ イ ) の 6 位 。 
ー バ ー タ イム (延長 、 残 り 2 周 で リス ター ト ) を 


10 番 手 で スタ 


(上 ) 2022 年 


22 年 


K し NIRNS AH つ 妃 昭 必 せ ^ 直 民 G よ 
ーK し る KW 想 で し っ 8 人 トロ ー・ 
くさ へ 中 友 選 隊 痕 や"「Q 陣 や p 
区 つ 叩 嗣 で や to で し "2J 必 っ 人 愉 
pe:| の 拘 G 時 と WO 色 く 穫 "Tp 
で りり 表 つじ し 所 で 7 JaQG ト ホー に し:p7 
悪 准 SG ル へ 選 人 つじ っ うき っ!* 
恵 6 選 QSHUNG JO 央 お) うつ で や 
や や QN マ ーー マン 丁 荘 間 則 じ 憶 
Ne で レレ し 民 っ で 寒 146] の 芳 公 唱 園 
凡 間 つつ 7 NIRNA ロウ ペーK 密 :e 
刀 癖 K 征 六 Yo 選 求 じ し っ や 色 に くさ 
へ AGM 無 し 皿 避 某 公 電 で 刀 和 り 間 
園 尋 つ @R" 他 礼 更 細 玖 対 く し 記 
0 に 人 SC 路 員 ペ ーK し 6 表 必 セレ 
へ へ 公 ポ ー ミ ーK ト ト し 7 選 村 公 ユ 
ャ K モ マト ー ロ 思い ンス SG て 
ふ へ Am へ 篤 幸 へ "ロロ ヘー ロー さ ミ 色 間 つ 
ン Ste 守 応 ロ 胃 で し うる” も 
いむ 刀 く ささ へ せ で 公 全 人 で どじ っ 
尋 色 柱 林 -JG 臣 隊 WR お で INN 
中 ヾ へ や 束 時 公 に 例 さ ” 四 お G モ 公 人 へ 
mm へ 志 換 人 和 う つ し つ Hen" SQ スー 
さ 心 公 レ AA ヘー ロー ミ つ 電 
レン で St)JJ 民 っ で CO^ 司 証 慌 衣 名 
刀 ) くく へ せく て 私 心 電 記 喉 っ 
つ し っ SS で 86 や 7 

ーINA ふ し 2 で 0G 選 弄 9 直 や 9687 
ーー ニー アテ テロ 周り 反し woteG 
S" 患 糸 hte ( 舞 当 問 必 し 唱 責 剖 村 で 
3 稔 呈 客人 到 GT ユート 更 皇 公 葉 
吉里 収 ) 公 / 悪 黄 し WS ン レ p ト ペー 
トロ 寺 で 3 葬 編 せっ や AO 
KIRATNK STNisW*o0 じ 隙 
届く ペー へ せる で ン S っ ? 選 収 せ 


本 SG 交 下 選 虹 ン 民 肛 つつ 


1 一 | 


雇 月 箇 り リア ン 


) 


( 下 ) 
移っ た 


・ ク ラフ トン 、 ベ ン 男 議 


・ ロ ー ズ の ふた り が チー ム メ イト だ 。 (gs) 


23 年 の チー ム は フォ ー ド 陣営 ! 


ファ ン か ら の サイ ン の リク エス ト は ひっ きり な 
ThorSport Racing。 マ ッ 


( 右 ) ディ ー ガ ン は 2022 年 の Xfinity シ リー ズ ( 


第 30 戦 ラス ベガ ス 戦 で デビ ュー (13 位 )。 


し 。 


し っ te@ く マリ 6 で レネ ホモ ーー の で ビス っ 
Ne-6 心 四 レス tk” | 刻 邊 0 握 飲 ロ 
KI ト ATN 純 で し っ ント うり 補 十 つ 
っ "で は RI トイ ユー ロ 半 ね)) 
定 公 宰 泰 の せ 隊 /Q き っ" IN へ 
ヘ ハ ユ ーK ぜ ルル へ へ 臣 填 る で お 選 " 

NATH つ 0 やつ S 公 で G 話 っ 名 
KWSR” 羽 俺 6 ずり 補 で" ト 選 私 
ANS 和 IN で の へ へ 公 芯 二 6 編 放 ロ 
マン QC し っ won や 7 壮 丈 昭 Ke 所 ぶつ っ 
I ト マミ ベー H ミー ミ ビ PGI 
トト マー の っ うう で 衝 郊 や て NO…… っ J 
っ CK で さ 下 可 財 で 8 て STNK 
ペー6G 民 提 8 足 棚 で で の 人 p 6 所? 


と 


5 「 汐 
電 


Nigel Kimrade / NKP LAT 
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熱血 NO 道 


近年 増え て きた 、 チー ム と “と も に 戦う "レー スク イー ン 。 
サー キッ ト を 所 狭し と 、 新 た な チャ レン ジ を 行なう 
彼女 た ちの 情熱 に 迫っ た 。 


Vol.06 


スク イー ン / Erena Hirokawa 


022 年 は STANLEY レ ー ス クイ ー ン と し て 、 
2 スー パーGT の 舞台 で 活躍 し た 廣川 エレ 
ナ さ ん 。17 年 に レー スク イー ン デ ビュ ー を 果 
た す も 、 2 年 で 活動 を 終了 し 、 芸 能 界 で の 活躍 
を 目指 し た 。 し か し 、 新 た な 目標 が 生ま れ 22 
年 に 再び サー キッ ト に 帰っ て きた 。 
「 福 岡 で モデ ル の お 仕事 を し て いた と き に 、 ミ 
ス ユ ニ バ ー ス ジャ パン の オー ディ ショ ン を 受け 
て いて 、 そ の スポ ン サ ー さ ん が レー ス で も ゃ 活動 
を され て いた ん で す 。 そ こと で と の お 仕事 を 紹介 
いた だ いた の が きっ か け で し た 」 と 廣川 さん 。 
将来 は 上 京 し て 「 ビ ッ グ に な り た い 」 と いう 夢 
を 持ち 、 そ れ を つか むために レー スク イー ン 活 
動 を 開始 し た が 、 サ ー キ ッ ト で 目 に し た も の は 、 
“未知 の 世界 " その も の だ っ た 。 
「 初 め て 入っ た ピッ ト で 、 モ ニタ ーK 映 し 出さ 
れ て いる 情報 な ど を 説明 し て も ら っ た の で す が 、 


< 


数 字 が びっ し り 詰 まっ て いて 、 何 が な ん だ か 分 
か ら な か っ た ん で す 。 で ゃ も 、 そ れ を 見 て リア ク 

ショ ン し て いる 周り の 方 々 に 、 す どく びっ くり 

し まし た 。 本 当 C 未 知 の 世界 で し た が 『 早 く 皆 
さん と 同じ 感覚 で レー ス を 見 られ る よう に な り 

た い 』 と 強く 思い まし た 」 

そこ と か ら レ ー ス の 魅力 に の め り 込 ん だ 廣川 さ 

ん だ が 、 当 初 の 夢 だ っ た 芸能 界 入り を 目指 す た 
め 、 サ ー キ ッ ト を 離れ る 決断 を する 。「 3 年 間 、 
ボイス トレ ー ニ ング や ダン スト レー ニン グ 、 芝 
居 の オー ディ ショ ン も た くさ ん 受け 、CM や 映 


ロ 詞 ロ に 中 


Text @ 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) Photo @ 


画 な どの お 仕事 も させ て いた だ きま し た が 、 次 
の 目標 が 湧い て と な か っ た ん で す 。 そ と で 気 づ 
いた ん で す 。 有 名 な 方 は 好き な と と を 突き 詰 
て いる か ら と そ 、 ビ ッ グ に な っ て いる ん だ な と 」。 
そし て 、 自 分 が 好き な と と を 極め る べく 、 再 
び サ ー キ ッ ト た 戻る と と を 決意 する 。 コ ロナ 袖 
(C に より デビ ュー 当時 と モー ター スポ ー ツ 界 の 状 
況 も ゃ 変わ っ て いた が 、「 大 好き な と の 業界 で 何 
が で きる か 自問 自 答 し な が ら 活 動 し て いま す 」 と 、 
自ら の 意識 も 若干 変わ っ て いた 。 と は いえ 、 ビ 
ッ グ に な り た いと いう 思い に 変化 は な い 。 廣川 
さん の 強い 思い を 踏ま えた 活動 は レー スク イー 
ン 界 を 引っ 張っ て いく 原動力 と も な り そ う だ 。 


レー ス と の 1 0 0 
2022 年 は チー ムク ニ ミ ツ 
を 通し て 、 絆 や チー ム ワ 
ー ク を 強く 感じ まし た 。 


レー ス は 、 結 果 に 対し て 


一 喜一 有 牙 し た り 、 み ん な 


ツ よ り ア ツ い 
と て いま す 。 


金 三 重 県 出身 身長 170cm 金 2017 年 に レー スク イー 


ン と し て デビ ュー し 選 翌 18 年 に は 「 サ ー ド イプ み グ 
ガー ル 」 や 「raffinee Lady」 の メン バテ と し て 活動 。 
19 年 は 芸能 活動 に 専念 し て ぴた が ぐ ! ト 22 年 か ら は 
「STANLEY レー スク イー ン 」 と し て 再び サー ギ ッ ト に 。 
今年 も レー スク イー ン と し て の 活躍 が 期待 ぎれ て いる 。 
Twitter : mobile.twitter.com/erenahirokawa 
Instagram : instagram.com/erenahirokawa/ 
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号車 は アル ファ タウ リ 
いつ ー* F1 と 同じ カラ ー リ ング 

シー ご ーー = 一 
に カー の ダ ォ オープ で 日 下 な 同 全 で 、 30 号 車 は は 1 より も 
ビビ ッ ド で 鮭 や か な リ 
バリ ー で 話題 を 集め た 。 


記 記 ドイ ツ 車 の 集団 の 中 で ー ーー で n 
autO SDOrt ^ |MS-models ゃ の 489GT3 EVO。23 の 電 


F1 好 き に も 注目 し て ほし い 
DTM を 走っ た 「 あ の ふた り 」 の 488 


フェ ラー リ 488 GT3 EVO AF コル セ 2021 DTM #30 L. ロ ー ソ ン 
フェ ラー リ 488 GT3 EVO AF コル セ 2021 DTM #23 A. ア ル ボ ン 
昌 ルッ クス マー ト 申 1/43 上 時 レジ ン 製 画 各 15.950 円 (税込 ) 


Text W 小嶋 生 (Joe Kojima〆MS-models) 
Photos @ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) プ LAT 


精密 さ で 知ら れる ルッ クス 
マー ト が 発売 し て 話題 の フェ ラー リ 488 
GT3 EVO 。 走 っ た レー ス が ニュ ル で も スパ で も な 
く 「DTM 」 だ っ た と いう 点 に は 驚か され る (メル 
セ デ ス 、 ア スト ンマ ー チ ン 、 ア ウデ ィ と メー カー 
の 撤退 が 相次い だ た め 21 年 か ら GT3 規 定 へ 移行 ) が 、 
注目 すべ き は その F1 チ ッ ク な カラ ー リ ング と ドラ 
イ バ ー だ 。 23 号車 は 角田 裕 毅 の 先生 役だっ た アレ 
ックス ・ ア ル ボ ン 、30 号車 は 今季 か ら 日 本 で ス 
パー フォ ー ミ ュ ラ を 走る リア ム ・ ロ ー ソ ン が 乗車 
し 快走 し た 。F1 モデ ルコ レク ター に も 注目 し て ほ 
し い 好 モデ ル だ 。 


HTanake 


古く か ら フ ェ ラ ー リ 


人 
の モデ ル を 発売 し 続 ーーー デ ws 
ける ルッ クス マー ト 、 ンー 7 NNS 
近年 の F1 & レー シン も ー パ 
グ カ ー の モデ ル は スパ リーク 


ー ク と の コラ ボ に より 設計 ・ 生 
産 さ れ て お り フ ォ ル ム や 細部 の 
再現 力 は さす が の 一 語 。 同 スケ 
ー ル の F1 モ デル と 並べ て だ が ィ ス 
プレ イ し て は ? 


ジン が で 


HTanaka 


HTanaka 


薄い ウイ ング や ミラ ー の ほか 「EVO] 
と な っ て 拡 貴 され た タイ ヤ フ ェ ンダ ー 
な ど 見 どこ ろ の 多い モデ ル だ が 、 最 大 
の ポイ ント は この リヤ パー ト 。 ミッド 
シッ プ に 搭載 され た V8 ツ イン ター ボ エ 
ンジ ン を 覗き 見 る こと が で きる 。 


スパ ー ク が 1/43 で スー パーGT を 開発 ・ 販 売 へ 
1 月 中 旬 に スパ ー ク ジャ パン は 「2023 年 より スー 
パーGT を 1/43 ス ケー ル で モデ ル 化 し て いく 独占 契 
約 を GTA と 結ん だ 」 と 発表 。GT300 も 含め た 全車 
の モデ ル 化 を 目指 し て お り 、 既 存 の 型 を 用 いて 22 


央 ) ス パー クジ ャ パン 年 車 以前 の 発売 も 予定 し て いる と の こと 。 な お バ 
https://sparkmodel.c0.jp ンド ウ の 特注 品 と し て GR スー プラ は 21 年 車 を モデ 


https://ja-jp.faceb00K.com/Spark.jp/ ル 化 済み (写真 )。 今 か ら 発売 が 楽し み だ 。 


HIU 引 auto SDOrt ※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価格 は 10% 税 込 で す 。 
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作業 性 を 重視 し た 仕様 と な っ て いる 。 厩 追 加 メ ー タ ー は 、 Defi の アド バン ス ・ シ ステ ム ZD と ブー 
スト 計 の 組み 合わ せ 。ZD は エン ジン 回 転 数 、 電 圧 、 油 圧 、 油 温 、 水 温 、 燃 圧 、 排気 温度 を 管理 、 ( 
最大 ブー スト 圧 は 1.5kgf/cW に 設定 し て いる 。 玉 運転 席 側 の シー ト を ブリ ッ ド の XERO-CS に 換 | 
装 。 車検 対応 の この シー ト は 、B ラ イモ ー タ ー ス ポー ツ で も 定番 の バケ ッ ト シ ー ト だ 。 回 スズ キ 

ワー クス 久留 米 (SWK) の WR ウ イン グ を 装着 。WRC を 和 礼 御 させ る ワイ ド な ウイ ング だ 。 回 マ 
フラ ー は SWK 製 の Forty-six デ ュ ア ル マ フ ラー に 換装 。 テー ル エ ンド に は 専用 の チタ ン テ ー ル が 
二 所 効率 が N ラー (に 会 ロリ フー ジ ィ ング | 

Av 2 2 ad EN < ババ ペー ス 車 両 : スプ キ 4BA-ZC33S 倫 ダ ン パ バー : KYB リ アル スポ ー ツ ダン パー 倫 ス プ 
て いる 。 太 団 プレ ヒー キキ ャ リバ パー、 ロ ー タ ー と も 純正 を 採用 。 パ ッ ド の み ウ イン マッ クス 製 に 換 」、 ケ kyB 構 弄 (特注 ) F=3K/R=2K 信 LSD : スズ キワ ー ク ス 久 留 米 オリ ジ ナ ル 
装 。 回 田 サ スペ ンション キッ ト は 、KYB の リア ルス ポー ツ ダ ン バ パー を ベ ペース に 樽 型 の スプ リン グ 1.2WAY @ ブ レー キ : ウ イン マッ クス 伸 ECU : スズ キワ ー ク スス 留 米 オリ ジ ナル 便 マ 
を 装着 。 バ ネ レ ー ト は F=3KR=2K。 細木 は 「 本 当 は フロ ント を も う 少 し 柔らか い 2.5K に し た フラー: スズ キワ ー ク スス 久留 米 オ リ ジ ナ ル 食 リ ヤ ウ イ ング : ス ズ キ ワー クス 久留 米 オ リ ジ ナ ル 
い ] と の こと だ が 、G が か か っ た こと に よる 転倒 を 防ぐ た め に 、 現 在 の 仕様 に 落ち つい て いる 。 @ バ ケッ トシ ー ト : ブリ ッ ド XZERO-CS 


回 ロー ルケ ー ジ は イン ダッ シュ タイ プ で は な く ダ ッシュ 逃げ タイ プ を 装着 。 ボ ディ 剛性 より も 間 
_ ( 
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置 か つて の 高 回 転 型 ホ ッ ト ハ ッ チ を 凌 先 
イン テグ ラ や シビ ッ ク ジュ 、 MR2 な ど 、 車 種 が 最も 多い JD5 
クラ ス 。 な か で も EK9 ッ ク や FD2 シ ビッ ク 、DC2 イ ン テ グ ラ 、 
罰 DC5 イ ン テ グ ラ と いっ た ホン ダ V-TEC 勢 が 2019 年 まで 長き に 渡っ て 
上 この クラ ス を 席巻 し て きた 0 年 に 葛西 キャ サリ ン 伸 
MR-2 が この クラ ス で タイ トル 22 年 は スイ フト ス 
シリ ー ズ 上 位 を 占め る 結果 と な っ た 。 
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問 落 判 騰 m さ ふい 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
ー ナ リス ト 。 か な り の ビー ル マ ニ ア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 基 有 名 ブリ ュ 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 


Translation @ 神 


界 中 の 自動 車 メ ー カ ー の 広報 資料 を 信用 
する な ら 、 電 気 自動 車 (EV) と それ ら 
の レー ス こ そ 、 業 界 の 未来 だ 。 多 く の 選 手 権 が 
ハイ ブリ ッ ド に 移行 し つつ あり 、 そ の 数 は さら 
に 増え て いく だ ろう 。 し か し 、 多 く の 人 が 予想 


し て いた ほど 、EV レ ー ス は 軌道 に 乗っ て いな い 。 


各社 が 慕 大 な 予算 を 投じ て いる 割 に 、 フ ォ ー ミ 
ュ ラ E は ファ ン や 一 般 の 人 た ちの 関心 を 集め き 
れ て いな い 。 それ 以外 の 電動 シリ ー ズ も いずれ 
も 苦戦 を 強い られ て いる 

その 一 方 で 、 ス カン ジ ナ ビア で は 状況 が 少々 
異な る 。 ス カン ジ ナ ビア ン ・ ツ ー リ ング カー 選 
IMB モー 
ター スポ ー ツ 上 界 の 動向 を 完全 に 無視 し て きた 。 
30POG の 湯泊 E2619R 生 それ 以降 
は 新 経営 陣 が 運営 し て いる が 、 独 自 の 規則 を 考 
け 継 いで いる 


える と いう 遺産 を 立派 に 受 
23 年 、STCC は TCR 規定 を 捨て 、 ま っ た く 新 
し い EV の み の 選 手 権 と な る 。ETCR を 採用 し て 


も よかっ た は ず だ が 、 独 自 の 新規 定 を ゼロ か ら 
作り 上 げた の だ 。 ど うし て この よう な 決断 に 至 
っ た の か は よく 分 か ら な い が 、 ス カン ジ ナ ビア 
で は さして 和 驚く べき こと で は な い 。 

その 規則 に よる と 、 今 年 の STCC で は 全車 が 
スウ ェ ー デ ン の 企業 PWR が 設計 ・ 製 造 し た 同 
ー の パワ ー ト レイ ン を 使用 する と され て いる 
45kWh/800V の バッ テリ ー を 搭載 し た 後 輪 駆 
動 で 、 シ ング ルコ アモ ー タ ー は 400kW 以 上 を 
生み 出す 。 理論 上 は 、0-100km/h は 3 秒 以 下 、 


穂 (Miho Kanda) Photo @ STCC 


筆者 は テス ラ (上 ) の イー ロン ・ マ スク が STCC を 見 て 「 ワ 
ー ク スチ ー ム を 送り 込 も うと いう 気持 ち を 起こ さ な い と も 限 
ら な い 」 と ある 種 の 期待 を 寄せ て いる 。BMW は テス ラ 同 様 セ 
ダン タイ プ の i4 ( 下 ) を 投入 する 。 


トッ プス ピー ド は 300km/h に 達する 。 

そし て 、 従 来 の STCC マ シン と は 打っ て 変わ 
っ て 、 新 世代 の マシ ン は 市 販 車 を 改造 し た も の 
に な る 。 現 在 製造 中 の 最初 の 1 台 は テス ラ ・ モ 
デル 3 だ 。 ま た 、 面 白い こと に テス ラ 以 外 に 
STCC に 参戦 する モデ ル は 、BMW i4 と フォ ル 
クス ワー ゲン ID.3 で 、 タ イプ が 異な る 。 そ の 
た め 、 同 じ パ ワー トレ イン を 搭載 し て いな が ら 、 
ボディ 形状 の 違う マシ ン 同 士 で どの よう な レー 
ス を 展開 する の か 、 と て も 興味 を そそ られ る 。 
23 年 は 3 チー ム 12 台 が 参戦 し て フル グリ ッ 
ド に な っ て お り 、24 年 に は 新た な モデ ル を 加 
えて 18 台 まで 拡大 する こと が すでに 計画 され 
て いる と 、STCC は 認め て いる 。 これが 成功 す 
れ ば 、 市 販 車 を 使っ た 世界 最大 の EV レー ス 選 
手 権 が 、 ス カン ジ ナ ビア で 誕生 する こと に な る 。 
すばらし い の は 、 パ ワー トレ イン は 別 と し て 、 
ワン メイ ク 選 手 権 で は な いと いう 点 だ 。 
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(PIRIEIS【EINIT IS ) for Readers 


刀 9 ヽ 
SSH だ 35P3S で CE SG ー ン 日 々 定 モ ー タ ー ス ボー ー ン 
らら 08 ら 3 年 カレ ンダ ー 特 集 
> | LB/) 
HONDA HRC 
掛 NISSAN NISMO モー ター スポ ー ツ 
大 迫力 の 大 判 サ イズ カレ ン RTSS 食 寺 全 カ 大 が の 三 
ダー。 車両 の 画 柄 と 落ち 着 ルド ワイ ド に 展開 する ホン 
いた ドー ン の パッ ク が 、 実 ダ な ら で は の 画像 の チョ イ 
性 以外 の “飾っ て お きた ス 。 スー パーGT、 ス ー パ ー 
い " 感 を 醸し 出す 。 2023 CALEDAR フォ ー ミ ュ ラ 、 二 輪 も 掲載 。 
535 x 730mm 提供 : ニッ サン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 300x420mm 提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
《⑮⑲ Morossosr 0 フ 3 ダグ D】 FUTURBOEMOBILTY 
ブリ ヂ ス トン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ グッ ドイ ヤー 
0 
油 時 2025 
幅広 い カ テ ゴ リ ー で 戦う プリ ヂ ス 半 世 紀 前 か ら 月 面 探査 車 の タイ ヤ I 縛 語 PALENOAR 
トン は シッ ク な 表紙 と は 裏腹 に 、 を 開発 する な ど 先 進 性 の 高い グッ 
カレ ンダ ー ペ ー ジ は 色 鮮 や か な カ ドイ ヤー。 開発 を 進め る 未来 の コ 
ラー リン グ を まとう マシ ン が 満載 。 ン セ プ ト タ イヤ が 各 ペ ー ジ を 彩る 。 
730x520mm 600 x420mm 
提供 : 株 式 会 社 ブ プリ ヂ ス トン 提供 : 日 本 グッ ドイ ヤー 株 式 会 社 
> | F) 
:E GAINER 横浜 ゴム 
ーー ーー ベー し シュ ーーー 
ここ 
流 馬 な パッ ケー ジ に 包ま れ リン グ 部 の こだわ り も 含め 、 


た GEINER の 卓上 カレ ンダ 
。22 年 第 2 戦時 の 優勝 を 
皮切り に 、 各 戦 の 様子 や 激 
戦 の シー ン が 収め られ る 。 


「 ザ ・ 横 浜 ゴム ] の カラ ー が 
際立つ 月 めく ぐり カレ ンダ ー。 
改め て 参加 カテ ゴリ ー の 多 
彩 さ に も 驚か され る 。 


153x216mm 提供 : 株 式 会 社 ゲ イナ ー 125x215mm 提供 : 横浜 ゴム 株 式 会 社 
(G】 (9 キャ テラ ッッ 
DENSO こ 《》 シ レー 
スパ ー ク プラ グ END が R SO 
2 c 1 名 科 
W ジェ 
GR010、 デ ン ソーGR ス ー プ 2 
ラ 、 ス バル BRZ を 掲載 し つ 4 キャ デラ ッ ク 、 シ ボレー の 市 販 
つ 、 カ レン ダー 部 を 大 きく を 掲載 。 一 方 を 画像 主体 、 も う 一 
し 、 書 き 込め る スペ ー ス を 方 を 実用 的 な カレ ンダ ー 主 体 と し 、 
意 し た 実用 的 な 逸品 。 両面 使い が で きる 仕立 て と な る 。 
133x188mm 提供 : 株 式 会 社 デ ン ソ ー ソ リュ ーション 各 160x200mm 提供 : ゼネ ラル モー ター ズ ・ ジ ャ パン 株 式 会 社 


@ 応 募 方 法 @ 締 め 切り ぐ オ ン ライ ン で も 

ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住所 氏名 、 年 どら 0 どら 3 年 タラ - Id.Sam-ei-COrD.C0.Jp/t0p/ 
人 隊 ※、 電 を 明 記し 、 あ 台 月 日 日 ( 火 ) オン ライ ン 応 募 弥 め 切り : らら 3 年 月 7 日 (月 ) 

@ 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 日 消 印 有効 オン ライ ン 応 募 コー ド : a51581 

有効 ) 記事 と その 理 今 号 で お 8 re も 
も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 人 @ あ て 先 PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運 
④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な ド ラ  〒163-1126 営 する 『 三 栄 ID』 か ら お 願い いた し ます 。QR コ ー ド も 
イ バ ー、⑯ 読 者 企画 (P106 に 掲載 ) 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 


し く は 上 記 URL よ り ア クセ ス い た だ け ま す 。 登録 後 は 
サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 事項 を ご 記入 くだ さい 。 ご 
住所 等 は 正確 に 入力 いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 


へ の メッ セー ジ お よび オー トス ポー 
ツ へ の 要望 を お 書き の うえ 、 右 記 ま 
で お 送り くだ さい 。 


新宿 スク エア タワ ー26F 
(株 ) 三 栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1581 号 カレ ンダ ー プ レ ゼ ント ] 係 


105 autosport 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


回 品 卓 日 日 回 回 回 for Readers 


頭 2022 メル セ デ ス AMG ベト ロナ ス F1 チー ム 
ルイ ス ・ ハ ミル トン ベー ス ボ ー ル キャ ッ プ 回 
イタ リア GDP 仕様 フリ ー サ イズ 1 名 様 


ネオ ン ピ ン ク の ベー ス 色 に 、 メ ル セ デ ス AMG の ロゴ を あし ら っ 
た ベー ス ボ ー ル キャ ッ プ 。 各 スポ ン サ ー の ロゴ に 加え 、 ツ バ の で 


裏 に は モン スタ ー の ロゴ マー ク も 。 


回 2022 アス トン マー ティ ン アラ ムコ ・ コ グ ニ ザ ント 
F1 チ ー ム T シ ャ ツ M サ イズ 1 名 様 > 
グリ ー ン カラ ー が 鮮 や か な 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン F1 チ ー ム の オ 
フィ シャ ル T シ ャ ツ 。 通 気性 の ある エラ スタ ン 生 地 が 使わ れ 、 イ 
ギリ ス の 国旗 も サイ ド 部 に 配 さ れる 。 


スパ ー ク 1/43 レッ ドブ ル RB16B アブ ダビ GP 2021 
Winner マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン ワー ルド チャ ン ピ オ ン 
ビ ピット ボー ド & No.1 ボ ー ド 付 1 名 様 

2021 年 の アブ ダビ GP 仕 様 の 1/43 レッ ドブ ル RB16B モ デル カー。 

チャ ン ピ オ ン 獲 得 を 示す ピッ ト ボ ー ド &No.1 ボ ー ド も 付属 する 。 

提供 : モデ ル ガ レ ー ジ ロム https://romu-romu.com 


話 中 則 悟 著 「 い つか は F1 私 の 履歴 書 」 

サイ ン 入 り 2 名 欄 
日 本 経済 新聞 で 連載 され た 中 嶋 悟 監督 の 「 私 の 履歴 書 ]」 が 書籍 
L さ れ 昨 年 12 月 に 発売 。 少 年 時 代 か ら F1 ま で の 道程 、 セ ナ 、 本 
宗一郎 氏 と の 交流 秘話 な ども 明か され る 。 
提供 : 中 嶋 企 画 


応 暮 方法 


7 weeg、 な iR 到 の 023 で き * す 。 https://id.san-ei-corp.co.jp/top/ 回 編 計 回 
2A こ ヽ 王 、 ヽ co 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 年 ル オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2023 年 2 月 27 日 (月 ) [YR 
記し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 2 月 28 日 ( 火 ) オン ライ ン 応 募 コ ー ド : as1581 1 に 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消 印 有効 

Sc あて 先 PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 三栄 ID】 か ら お 願い いた し ます 。 上 に 


し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 
④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な  〒163-1126 

ドラ イ バ ー、(⑯ 読 者 企画 ( 下 に 掲 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 新宿 スク エア タワ ー26F 0 2 に 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の (株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 2 ン ラ イン 応募 に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は 、 プレ ゼン ト 発 送 の ほか 、 サイ ト に 掲載 され た 「 個 人 
うえ 、 右 記 ま で お 送り くだ さい 。 「1581 号 プレ ゼン ト ] 係 


ヽ W NII 
fromm IR | 目 AI p | 目 IR | 日 | メッ セー ジ 募 集 し ます 


掲載 の OR コー ド も し く は 上 記 URL よ り ア クセ ス い た だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


情報 保護 方 針 ] に 沿っ て 活用 させ て いた す 。 


22 年 シー ズン の 観戦 記 な か ら ず いま し た が 、 割 れ た カー ボン パー ツ を 持 
⑱ ラ リー ジャ パン の 岡崎 SSS 観 まし た 。 ラ リー カ ち 帰 っ て 、 塗 く な ら な い の か ? 自分 は 遠慮 し ま 
ー を 生 で 観る の は 初め て 。 音 や 速 さ や 人 迫力 が テレ し た 。 ヒロ ノリ さん 
ビ で 観る の と 全く 違い 興奮 し まし た 。 ソウ タ さ ん 但 ス ー パ ーGT 開 幕 戦 岡山 国際 サー キッ ト を 観戦 
@ ス ーー パー フォー ミュ ラ 第 2 戦 鈴 鹿 決勝 日 は 1 し まし た 。 ま だ 0 歳 だ っ た 次 男 の 初 モ ー タ ー ス ポ 
中 し と し と 雨 が 降り 続き ホー ム ス ト レー ト を マシ 一 ツ 観 戦 で し た 。 6 歳 の 長男 は GT 歴 6 年 ( 笑 ) な 


ン が 通過 する た び タ イヤ が は ね 上 げた 水しぶき が の で 観戦 は 慣れ た も の で す 。 帰 り の 駐車 場 ま で の 


霧 の よう に コー ス を 覆っ て 幻想 的 で し た 。 最 後に フレ ンド リー カー を ゲー ト 前 で 待っ て いる と 
B-MAX の 松下 が トッ プ に な っ た 時 に は 観客 席 が : ス が 終わ っ た ドラ イ バ ー や チー ム 関 係 者 の 方 々 が 
に 3 た 3 ラ 58 ノブ アキ さん 帰っ て 行か れ て いた の で 、 わ か る 方 々 に は 子ども 
スー パー フォ ー ミ ュ ラ 第 8 戦 に 行き まし た 。 1 と 手 を 振っ て いた の で す が そ の 中 で 圧倒 的 な 反応 
で 予選 、 決 勝 が 見 られ る の は あり が た い 。 レ ー を し て くだ さっ て いた の が 21 年 チャ ン ピ オ ン の 坪 
ス 後 半 を ダウ ン ヒ ルス トレ ー ト か ら 90 度 コー ナ 選手 で し た 。 好感 度 爆 上 が り で し た 笑 
で 観 て いた の で 、 あ の 「 イ ン パ ル 同 士 の 容赦 な い リョ ウス ケ さ ん 
バト ル 」 を 幸運 に も 観る こと と が で きま し た ! い 画 From READERS へ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ い 
や ぁ ー 痺 れ た ! や っ ぱり レー ス は サー キッ ト で まし た 。 皆 さん の メッ セー ジ か ら や っ ぱり 五感 を 


見 な いと ! ね 。 A-CAR さ ん 全開 に し て 楽し む 「 生 」 の 魅力 に か な う も の は な 
信 2022 年 は 4 度 レ ー ス を 見 に サー キッ ト に 行き ま (2( つ タ 2NPc の SS に 8ESAUP27RS 

し た 。 観 戦歴 は 20 年 近く あり ます が 、 秋 に サー キ 次 号 の お 題 は 「 今 シー ズン の 決意 」 で す 。 観戦 
ッ ト へ 行く こと が な か っ た の で チャ ン ピ オ ン 決 定 予定 や 、 応 援 し た い チ ー ム や ドラ イ バ ー の こと 、 も 
を 現地 で 観る の は 初め て で すご くう れ し い と いう っ と ささ や か な 個人 的 な こと …… な ん で も けっ こ 
か 、 来 て 良かっ た と 思い まし た (カテ ゴリ ー は スー う で す 。 ま た お 題 と 関係 な か い コ メン ト で も けっ こ 
パ 志 必 紀 三 ミ ジ リ 8 ヒロ キ さ ん う で す 。 プ レ ゼ ント 応募 に メッ セー ジ を 記入 し て 
人 @22 年 は 富士 24h と スー パーGT SUGO 戦 を 現地 観 いた だ いて も けっ こう で すし 、as-web(https:// 
戦 し まし た 。 ど ちら の レー ス も 21 年 に 比べ 観客 も www.as-web.jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受 
イベ ント も 以前 に 戻り つつ あっ た の が 実感 で き て け 付 け ま す 。 トップ ペー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 
うれ し か っ た で す 。 今 年 は コロ ナ 前 、 ま た は それ 合わせ] を クリ ッ ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー 
以上 に 盛り 上 が る の を 期待 し て ます ! ツ 本 誌 に つい て 」 を 選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 
ジュ ン さ ん 容 」 へ 「 メ ッ セ ー ジ 掲載 希望 ]」 と 冒頭 に 書い て く 
人 東京 在住 で す が 22 年 は オー ト ボ リス に 初め て 行 だ さい 。 ま た 匿名 も し く は ペン ネー ム 和 希望 の 場合 
SS まお 5 の 観戦 で 両日 と も 2 万 歩 歩い に は 、 そ の 則 メッセ ー ジ 文 未 に 書い て くだ さい 。 メ 
2023 年 4 月 号 No.1582 定価 1200 円 て いま し た 。 コ ー ス ウォ ー ク も で き て 大 満足 クタ ツ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は オー トス ポー ツ 特 製 ス テッ 
ラッ シュ レ し た 車両 の パー ツ を 拾う CW 参加 者 が 少 。 カー を 進呈 し ます 。 
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